
（　
　
　
　

）

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
二
三

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

―
―

カ
ナ
ダ
憲
法
を
素
材
と
し
て―

―

浅　
　

田　
　

訓　
　

永

目　

次

は
じ
め
に

第
一
章　

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
権
利
保
障
の
特
徴

　

一　

人
権
憲
章
一
条
﹁
権
利
自
由
の
保
障
と
そ
の
制
約
﹂

　

二　

人
権
憲
章
一
条
の
解
釈―

人
権
制
約
の
正
当
性
に
関
す
る
判
断
基
準
を
中
心
に

第
二
章　

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
平
等
権
保
障
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平
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権
﹂
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二　

人
権
憲
章
一
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条
一
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に
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第
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齢
に
よ
る
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別
の
合
憲
性
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関
す
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カ
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ダ
の
判
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展
開

　

一　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
が
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
判
例

二
九
四
九
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齢
に
よ
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区
別
と
平
等
権

　

二　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
判
例

　

三　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
し
た
判
例

　

四　

判
例
理
論
の
分
析

む　

す　

び

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、﹁
年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権
﹂
を
め
ぐ
る
問
題
、
と
り
わ
け
年
齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
審
査
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
に

つ
い
て
、
当
該
区
別
を
禁
止
し
、
人
権
制
約
に
関
す
る
正
当
化
条
項
を
お
い
て
い
る
カ
ナ
ダ
憲
法
を
素
材
と
し
て
、
検
討
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

日
本
国
憲
法
一
四
条
一
項
は
、﹁
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。﹂
と
規
定
し
て
い
る
。
多
数
説
・
判
例
は
、
同
条
一
項
は
、
す
べ
て
の

区
別
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
合
理
的
根
拠
の
あ
る
区
別
を
許
容
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る）

1
（

。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
お
い
て
は
、
区

別
を
定
め
る
法
令
の
合
理
的
根
拠
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
が
重
要
な
論
点
と
な
る
。

　

多
数
説
は
、
年
齢
が
同
条
一
項
後
段
列
挙
事
項
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
同
事
項
の
﹁
社
会
的
身
分
﹂
に
含
ま
れ
な
い
こ
と）

2
（

、
ま
た

年
齢
は
誰
も
が
た
ど
る
属
性
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
年
齢
に
よ
る
区
別
に
対
し
て
は
﹁
裁
判
所
の
特
に
立
ち
入
っ
た
合
憲
性
審
査
は
必
要
な

い
）
3
（

﹂
と
し
て
い
る
。

　

判
例
は
、
同
条
一
項
後
段
列
挙
事
項
に
特
別
の
意
味
を
認
め
ず
、
区
別
を
定
め
る
法
令
が
﹁
事
柄
の
性
質
に
即
応
し
て
合
理
的
と
認
め
ら

二
九
五
〇
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れ
る
差
別
的
取
扱
﹂
か
ど
う
か
を
審
査
し
て
い
る）

4
（

。
そ
し
て
、
定
年
制
度
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
で
は
、
組
織
の
構
成
員
の
新
陳
代

謝
を
図
り
、
定
年
ま
で
の
雇
用
を
確
保
す
る
等
の
定
年
制
度
の
目
的
に
は
一
応
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し）

5
（

、
ま
た
、
公
証
人
の
一
罷
免

事
由
を
七
〇
歳
と
す
る
公
証
人
法
一
五
条
三
号
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
で
は
、
現
代
社
会
に
対
す
る
鋭
い
洞
察
力
・
高
度
の
法
律
知

識
が
要
求
さ
れ
る
﹁
公
証
人
の
素
質
の
低
下
の
防
止）

6
（

﹂
が
同
条
三
号
の
合
理
的
根
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
学
説
の
中
に
は
、﹁
個
別
の
年
齢
に
基
づ
く
別
異
取
扱
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
り）

7
（

﹂、

合
憲
性
審
査
の
あ
り
方
を
考
え
る
べ
き
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
年
齢
に
よ
る
区
別
を
個
別
に
み
れ
ば
、﹁
年
齢
と
い
う
個
人
に

と
っ
て
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
事
情
で
、
か
つ
歴
史
的
に
も
差
別
（
あ
る
い
は
端
的
に
社
会
的
排
除
）
が
繰
り
返
さ
れ
、
今
日
な
お
偏
見
が

残
存
し
て
い
る
事
項
に
か
か
る
別
異
取
扱
い
に
他
な
ら
な
い）

8
（

﹂
も
の
が
あ
り
う
る
と
い
う
認
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
年
齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
審
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
年
齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
を
と
り
あ
げ
、
当
該
区
別
の
合

憲
性
審
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
が
カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
を
考
察
対
象
と
す
る
理

由
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
同
判
例
理
論
の
動
き
が
み
ら
れ
、
そ
の
動
き
が
、
わ
が
国
の
年
齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
審
査
の
あ
り
方
に

示
唆
す
る
点
を
提
供
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
、
年
齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
に
疑
問
を
呈
し
は
じ
め

て
い
る
わ
が
国
の
学
説
状
況）

9
（

に
と
っ
て
は
、
カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
を
考
察
対
象
と
す
る
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
下
、
第
一
章
で
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
の
人
権
制
約
に
関
す
る
正
当
化
条
項
を
概
観
し
、
カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
権
利
保
障
の
特
徴
を
み
る
。

第
二
章
で
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
平
等
権
条
項
の
解
釈
を
概
観
す
る
。
第
三
章
で
は
、
年
齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
に
関
す
る
カ
ナ
ダ

の
判
例
理
論
を
紹
介
し
、
分
析
す
る
。
最
後
に
、
カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
の
わ
が
国
の
議
論
へ
の
若
干
の
示
唆
を
考
え
る

二
九
五
一
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別
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こ
と
に
し
た
い
。

第
一
章　

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
権
利
保
障
の
特
徴

　

カ
ナ
ダ
憲
法
は
、
主
に
、
一
八
六
七
年
憲
法
、
一
九
八
二
年
憲
法
等
の
集
合
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る）
₁₀
（

。
一
九
八
二
年
憲
法
は
、
第
一
章
を

﹁
権
利
及
び
自
由
に
関
す
る
﹃
カ
ナ
ダ
憲
章
﹄（T

he C
a

n
a

d
ia

n
 C

h
a

rter of R
igh

ts a
n

d
 F

reed
om

s

）﹂（
一
般
に
、人
権
憲
章
と
呼
ば
れ
る
）

と
し
、
自
由
権
、
平
等
権
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
人
権
憲
章
一
条
の
人
権
制
約
に
関
す
る
正
当
化
条
項
に
つ
い
て
、
概

観
す
る
。

一　

人
権
憲
章
一
条
「
権
利
自
由
の
保
障
と
そ
の
制
約
」

　

人
権
憲
章
一
条
は
、﹁
権
利
及
び
自
由
に
関
す
る
﹃
カ
ナ
ダ
憲
章
﹄
は
、
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
自
由
で
民
主
的
な
社
会
に
お
い
て
明
確

に
正
当
化
さ
れ
う
る
合
理
的
な
制
約
に
の
み
服
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
同
憲
章
で
定
め
ら
れ
た
権
利
及
び
自
由
を
保
障
す
る
。﹂（T

he  

C
a

n
a

d
ia

n
 C

h
a

rter of R
igh

ts a
n

d
 F

reed
om

s guarantees the rights and freedom
s set out in it subject only to such reasonable 

lim
its prescribed by law

 as can be dem
onstrably justified in a free and dem

ocratic society.

）
と
規
定
し
て
い
る
。

　

同
条
は
、
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
が
、
絶
対
的
に
保
障
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、﹁
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
明
確
に
正
当
化
さ
れ
う
る
合

理
的
な
制
約
に
の
み
服
す
る
こ
と
を
条
件
に
﹂
保
障
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
同
条
に
よ
り
、
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
の
制
約
法
に
対
す
る

違
憲
審
査
は
、
次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る）
₁₁
（

。

二
九
五
二
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⑴　

問
題
と
な
る
法
と
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由

　

問
題
と
な
る
法
は
、
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
を
制
約
し
て
い
る
か
（
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
か
否
か
）。

　

⑵　

人
権
憲
章
一
条
審
査

　

問
題
と
な
る
法
が
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
当
該
制
約
は
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化

さ
れ
る
か
。
当
該
制
約
は
、
同
条
に
い
う
﹁
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
﹂（
形
式
的
要
件
）、﹁
自
由
で
民
主
的
な
社
会
に
お
い
て
明
確
に
正
当
化
さ

れ
う
る
合
理
的
な
制
約
﹂（
実
質
的
要
件
）
で
あ
れ
ば
正
当
化
さ
れ
る
一
方
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
正
当
化
さ
れ
な
い
。

二　

人
権
憲
章
一
条
の
解
釈―

―
人
権
制
約
の
正
当
性
に
関
す
る
判
断
基
準
を
中
心
に

　

一
九
八
六
年
のR

. v. O
a

kes

判
決
は
、
人
権
憲
章
一
条
審
査
に
お
け
る
上
述
の
実
質
的
要
件
（
人
権
制
約
が
﹁
自
由
で
民
主
的
な
社
会
に

お
い
て
明
確
に
正
当
化
さ
れ
う
る
合
理
的
な
制
約
﹂
で
あ
る
こ
と
）
に
関
す
る
判
断
基
準
を
提
示
し
た）
₁₂
（

。

（
一
）　R

. v. O
a

k
es

判
決

　

⑴　

事
実
の
概
要
と
下
級
審
判
決

　

麻
薬
取
締
法
（N

arcotic C
ontrol A

ct

）
は
、
何
人
も
麻
薬
を
所
持
し
て
は
な
ら
ず
（
三
条
一
項
）、
不
正
取
引
の
た
め
に
麻
薬
を
所
持
し

て
は
な
ら
な
い
（
四
条
二
項
）
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
法
八
条
は
、﹁
被
告
人
が
四
条
二
項
違
反
の
罪
を
認
め
て
い
な
い
場
合
、
公

判
は
三
条
一
項
違
反
と
同
様
の
手
続
で
進
め
ら
れ
、・
・
裁
判
所
は
、
被
告
人
に
よ
る
麻
薬
所
持
が
三
条
一
項
違
反
か
否
か
を
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。・
・
三
条
一
項
違
反
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
被
告
人
は
、
麻
薬
所
持
が
不
正
取
引
の
目
的
で
な
い
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ

二
九
五
三
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年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

ば
な
ら
な
い
。・
・
被
告
人
は
、
こ
の
立
証
が
で
き
な
い
場
合
、
有
罪
と
な
る
。﹂
と
規
定
し
て
い
た
。

　

D
avid E

dw
in O

akes

は
、
麻
薬
取
締
法
四
条
二
項
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
が
、
起
訴
事
実
を
認
め
な
か
っ
た
。
治
安
判
事
は
、
同
法
八
条

の
も
と
、
被
告
人
に
よ
る
麻
薬
所
持
が
同
法
三
条
一
項
違
反
で
あ
る
と
し
た
。
被
告
人
は
、
不
正
取
引
の
目
的
で
麻
薬
を
所
持
し
て
い
な
い

こ
と
の
立
証
責
任
を
負
っ
た
。
被
告
人
は
、
こ
の
よ
う
な
立
証
責
任
を
課
す
同
法
八
条
が
﹁
独
立
か
つ
公
平
な
裁
判
所
に
よ
る
公
正
か
つ
公

開
の
審
理
に
お
い
て
、
法
に
従
い
有
罪
が
立
証
さ
れ
る
ま
で
無
罪
の
推
定
を
受
け
る
権
利
﹂
を
保
障
す
る
人
権
憲
章
一
一
条
⒟
に
違
反
す
る

と
主
張
し
た
。

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
裁
判
所
（O

ntario P
rovincial C

ourt

）
₁₃
（

）
と
同
州
控
訴
裁
判
所
（O

ntario C
ourt of A

ppeal

）
₁₄
（

）
は
、
麻
薬
所
持
の
事
実
と
そ

れ
が
不
正
取
引
に
よ
る
も
の
と
い
う
推
定
事
実
の
間
に
合
理
的
な
関
連
性
は
な
い
の
で
、
麻
薬
取
締
法
八
条
は
、
人
権
憲
章
一
一
条
⒟
に
違

反
し
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
。

　

⑵　

最
高
裁
判
決

　
　

⒜　

麻
薬
取
締
法
八
条
と
人
権
憲
章
一
一
条
⒟

　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
判
所
（
以
下
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
と
す
る
）
は
、D

ickson

首
席
裁
判
官
の
法
廷
意
見
に
よ
り
、
麻
薬
取
締
法
八
条
が
人
権
憲

章
一
一
条
⒟
に
違
反
す
る
と
し
た
。

　
　

⒝　

人
権
憲
章
一
条
審
査

　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
人
権
憲
章
一
一
条
⒟
の
﹁
無
罪
の
推
定
を
受
け
る
権
利
﹂
の
制
約
が
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た）
₁₅
（

。

二
九
五
四
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一
般
に
、
問
題
と
な
る
法
が
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
当
該
制
約
が
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で

正
当
化
さ
れ
る
こ
と
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
基
準
が
充
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
基
準
に
関
す
る
立
証
責
任
は
、

当
該
制
約
の
支
持
を
求
め
る
者
（
政
府
側
）
に
あ
る
。

　
　
　

①　

目
的
審
査

　

問
題
と
な
る
法
の
目
的
は
、
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
を
制
約
す
る
根
拠
と
な
る
ほ
ど
に
十
分
重
要
な
も
の
か
。

　
　
　

②　

比
例
審
査

　

①
を
通
過
す
る
と
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
は
、
合
理
的
で
明
確
に
正
当
化
さ
れ
る
か
。
比
例
審
査
は
事
情
に
よ
り
変
化
す
る
が
、

裁
判
所
は
各
事
案
で
社
会
の
利
益
と
個
人
・
グ
ル
ー
プ
の
利
益
を
比
較
衡
量
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
審
査

が
行
な
わ
れ
る
。

＞

合
理
的
関
連
性

＜

　

手
段
は
目
的
達
成
の
た
め
に
注
意
深
く
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
か
、
す
な
わ
ち
、
手
段
は
目
的
と
合
理
的
に
関
連
し
て
い
る
か
。

＞

最
小
限
性

＜

　

手
段
が
目
的
と
合
理
的
に
関
連
し
て
い
た
と
し
て
も
、手
段
に
よ
る
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
の
制
約
が
最
小
限
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
。

＞

比
例
性

＜

　

目
的
と
手
段
に
よ
る
効
果
が
比
例
し
て
い
る
か
。

　

こ
の
判
断
基
準
を
本
件
に
あ
て
は
め
る
と
、
麻
薬
取
締
法
の
目
的
は
、
麻
薬
取
引
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
り
、
①
を
充
足
し
て
い
る
。
麻

二
九
五
五
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年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

薬
の
常
用
は
、
人
に
深
刻
な
害
を
及
ぼ
し
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
危
険
性
を
伴
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
法
は
、
②
に
お
け
る
合

理
的
関
連
性
を
充
足
し
て
い
な
い
。
微
量
の
麻
薬
を
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
も
、
そ
れ
が
不
正
取
引
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
麻
薬
所

持
の
事
実
と
そ
れ
が
不
正
取
引
に
よ
る
も
の
と
い
う
推
定
事
実
と
の
間
に
合
理
的
関
連
性
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
推
定
は
、
過
大
包
摂
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、﹁
無
罪
の
推
定
を
受
け
る
権
利
﹂
の
制
約
は
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
、
正
当
化
で
き
な
い
。

（
二
）　

人
権
制
約
の
正
当
性
に
関
す
る
判
断
基
準
の
確
立

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
の
制
約
法
に
関
す
る
違
憲
審
査
は
、
上
述
の
よ
う
な
二
段
階
審
査
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
問
題
と
な
る
法
が
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
（
第
一
段
階
）、
当
該
制
約
は
、
人
権
憲
章
一

条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
が
審
査
さ
れ
る
（
第
二
段
階
）。O

a
kes

判
決
は
、
第
二
段
階
の
審
査
に
お
い
て
、
①
目
的
審
査
と
②

比
例
審
査
か
ら
な
る
上
述
の
判
断
基
準
（
一
般
に
、O

a
kes

テ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
）
を
提
示
し
た
。
以
後
、
第
二
段
階
の
審
査
で
は
、O

a
kes

テ
ス
ト
が
問
題
と
な
る
法
の
お
か
れ
た
事
実
関
係
の
文
脈
に
応
じ
て
柔
軟
に
適
用
さ
れ
て
い
る）
₁₆
（

。

　

こ
れ
ま
で
のO

a
kes

テ
ス
ト
に
お
け
る
上
述
の
審
査
項
目
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
う
る）
₁₇
（

。

　

第
一
に
、
同
テ
ス
ト
①
の
目
的
審
査
（
問
題
と
な
る
法
の
目
的
は
、
人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
を
制
約
す
る
根
拠
と
な
る
ほ
ど
に
十
分
重
要
な
も

の
か
）
が
充
足
さ
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
の
は
、
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
る）
₁₈
（

。

　

第
二
に
、
同
テ
ス
ト
②
に
お
け
る
合
理
的
関
連
性
（
目
的
達
成
手
段
は
目
的
と
合
理
的
に
関
連
す
る
も
の
か
）
が
充
足
さ
れ
な
い
と
判
断
さ

れ
る
の
は
、
さ
ら
に
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
る）
₁₉
（

。

　

第
三
に
、
同
テ
ス
ト
②
に
お
け
る
比
例
性
（
目
的
達
成
手
段
に
よ
る
効
果
と
目
的
が
比
例
し
て
い
る
か
）
に
関
す
る
判
断
は
、
同
テ
ス
ト
①

が
充
足
さ
れ
れ
ば
審
査
さ
れ
て
い
な
い）
₂₀
（

。

二
九
五
六



（　
　
　
　

）

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
三
一

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、同
テ
ス
ト
②
に
お
け
る
最
小
限
性
（
目
的
達
成
手
段
が
、人
権
憲
章
上
の
権
利
自
由
を
最
小
限
に
制
約
し
て
い
る
か
）
が
、

人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
の
審
査
の
中
心
と
理
解
さ
れ
て
い
る）
₂₁
（

。

　

な
お
、O

a
kes

テ
ス
ト
は
、
従
来
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所
が
営
利
的
言
論
の
制
約
に
関
す
る
違
憲
審
査
基
準
と
し
て
提
示
し

たC
en

tra
l H

u
d

son

テ
ス
ト）
₂₂
（

（
主
張
さ
れ
る
政
府
の
規
制
利
益
が
実
質
的
で
あ
り
、
当
該
規
制
が
そ
の
利
益
を
直
接
に
促
進
し
、
当
該
規
制
が
政

府
利
益
に
仕
え
る
の
に
必
要
以
上
に
広
汎
で
な
い
こ
と
）
に
類
似
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た）
₂₃
（

。
し
か
し
、C

en
tra

l H
u

d
son

テ
ス
ト
は
、

O
a

kes

テ
ス
ト
と
異
な
り
、
営
利
的
言
論
以
外
の
憲
法
上
の
権
利
の
制
約
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、O

a
kes

テ

ス
ト
は
、
最
近
、
ド
イ
ツ
の
（
違
憲
審
査
の
手
法
と
さ
れ
る
）
三
段
階
審
査
に
お
け
る
比
例
原
則）
₂₄
（

（
手
段
が
目
的
と
関
連
し
て
い
る
か
︹
適
合
性
︺、

手
段
が
必
要
な
制
約
で
あ
る
か
︹
必
要
性
︺、
目
的
と
手
段
が
均
衡
を
保
っ
て
い
る
か
︹
狭
義
の
比
例
性
︺）
に
類
似
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た）
₂₅
（

。
今
後
、
憲
法
上
の
権
利
の
制
約
に
関
す
る
判
断
方
法
の
独
加
比
較
研
究
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
外
国
も

含
め
た
比
較
研
究
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う）
₂₆
（

。

第
二
章　

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
平
等
権
保
障

　

本
章
で
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
平
等
権
条
項
（
人
権
憲
章
一
五
条
）
及
び
同
条
一
項
に
関
す
る
違
憲
審
査
基
準
論
を
中
心
に
概
観
す

る
）
₂₇
（

。

二
九
五
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四
巻
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年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

一　

人
権
憲
章
一
五
条
「
平
等
権
」
の
概
観

（
一
）　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項

　

⑴　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
﹁
す
べ
て
の
個
人
は
、
法
の
前
及
び
法
の
下
に
お
い
て
平
等
で
あ
り
、
差
別
、
と
り
わ
け
、
人
種
、
出
身
国
若
し
く
は
民
族
的
背
景
、
肌

の
色
、
宗
教
、
性
別
、
年
齢
、
又
は
、
精
神
的
障
害
若
し
く
は
身
体
的
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
法
の
平
等
な
保
護

及
び
利
益
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。﹂（E

very individual is equal before and under the law
 and has the right to the equal 

protection and equal benefit of the law
 w

ithout discrim
ination and, in particular, w

ithout discrim
ination based on race, national 

or ethnic origin, colour, religion, sex, age or m
ental or physical disability.

）。

　

同
条
一
項
が
﹁
法
の
前
の
平
等
﹂
に
加
え
て
、﹁
法
の
下
の
平
等
﹂、﹁
法
の
平
等
な
保
護
に
対
す
る
権
利
﹂、﹁
法
の
平
等
な
利
益
に
対
す

る
権
利
﹂
を
保
障
し
た
の
は
、﹁
法
の
前
の
平
等
﹂
と
い
う
従
来
の
限
定
的
な
解
釈
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る）
₂₈
（

。﹁
法
の
下
の
平
等
﹂

は
、
法
の
内
容
に
は
及
ば
ず
、
法
の
適
用
に
の
み
及
ぶ
と
い
う
従
来
の
解
釈
を
排
除
す
る
た
め
に
保
障
さ
れ
た
。﹁
法
の
平
等
な
利
益
に
対

す
る
権
利
﹂
は
、利
益
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
令
が
平
等
審
査
に
は
服
さ
な
い
と
い
う
従
来
の
解
釈
を
排
除
す
る
た
め
に
保
障
さ
れ
た
。﹁
法

の
平
等
な
保
護
に
対
す
る
権
利
﹂
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
四
条
の
﹁
法
の
平
等
な
保
護
﹂
と
同
様
の
語
句
を
用
い
た
も
の
で

あ
る
。

　

⑵　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
は
、
人
種
、
性
別
、
年
齢
等
、
九
事
項
を
区
別
の
理
由
と
し
て
明
示
的
に
禁
止
し
て
い
る
。
一
九
八
九
年
の

A
n

d
rew

s v. L
.S

.B
.C

.

判
決
（
後
述
）
は
、
同
条
一
項
の
適
用
範
囲
を
九
事
項
及
び
そ
れ
と
類
似
す
る
事
項
に
よ
る
区
別
に
限
定
し
た）
₂₉
（

。

そ
の
理
由
と
し
て
、
①
仮
に
あ
ら
ゆ
る
区
別
が
一
応
（prim

a facie

）
同
条
一
項
違
反
と
解
す
れ
ば
、
当
該
区
別
の
問
題
は
人
権
憲
章
一
条

二
九
五
八
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の
問
題
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
、
②
仮
に
不
合
理
な
区
別
を
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
違
反
と
解
す
れ
ば
、
不
合
理
と
さ
れ
た
区
別
（
平
等
権
の

制
約
）
を
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
﹁
明
確
に
正
当
化
さ
れ
う
る
合
理
的
な
制
約
﹂
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
の
困
難
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る）
₃₀
（

。

　

A
n

d
rew

s
判
決
の
理
解
で
は
、
同
条
一
項
列
挙
事
項
及
び
そ
れ
と
類
似
す
る
事
項
以
外
の
区
別
に
関
す
る
違
憲
審
査
は
行
な
わ
れ
な

い
）
₃₁
（

。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
同
判
決
以
降
、
評
価
が
分
か
れ
て
い
た
が）
₃₂
（

、
現
在
の
判
例
理
論
で
は
、
同
判
決
と
同
様
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
）
₃₃
（

。
な
お
、
判
例
上
、
同
条
一
項
列
挙
事
項
に
類
似
す
る
事
項
と
し
て
、
国
籍）
₃₄
（

、
性
的
指
向）
₃₅
（

、
法
律
婚
上
の
地
位）
₃₆
（

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）　

人
権
憲
章
一
五
条
二
項

　

⑴　

人
権
憲
章
一
五
条
二
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
﹁
前
項
の
規
定
は
、
人
種
、
出
身
国
若
し
く
は
民
族
的
背
景
、
皮
膚
の
色
、
宗
教
、
性
別
、
年
齢
、
又
は
、
精
神
的
障
害
若
し
く
は
身
体

的
障
害
を
理
由
に
不
利
益
処
遇
を
受
け
た
人
々
を
含
む
個
人
、
又
は
、
集
団
の
状
態
の
改
善
を
目
的
と
す
る
法
、
計
画
、
又
は
、
事
業
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。﹂（Subsection （1

） does not preclude any law
, program

 or activity that has as its object the am
elioration 

of conditions of disadvantaged individuals or groups including those that are disadvantaged because of race, national or ethnic 

origin, colour, religion, sex, age or m
ental or physical disability.

）。

　

同
条
二
項
の
文
言
上
、
い
わ
ゆ
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
同
条
一
項
と
同
条
二
項
の
関

係
が
問
題
と
な
る
。

　

⑵　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
あ
る
地
域
で
の
漁
業
免
許
を
特
定
の
先
住
民
に
の
み
与
え
る
先
住
民
共
同
体
漁
業
免
許
規
則
（A

boriginal 

C
om

m
unal F

ishing L
icences R

egulations

）
の
合
憲
性
を
認
め
た
二
〇
〇
八
年
のR

. v. K
a

p
p

判
決）
₃₇
（

に
お
い
て
、
同
条
二
項
が
同
条
一
項

二
九
五
九
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）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
三
四

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

の
例
外
規
定
で
は
な
い
と
し
た
。
同
判
決
は
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た）
₃₈
（

。
同
条
は
、﹁
す
べ
て
の
者
が
法
に
よ
り
人
間
と
し
て
平

等
に
配
慮
、
尊
重
、
そ
し
て
考
慮
を
受
け
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
る
社
会
を
促
進
﹂
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
、
同
条
一
項
と
二
項
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
﹁
差
別
と
闘
う
こ
と
﹂
を
相
互
に
確
認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
一
項
は
、

同
列
挙
事
項
及
び
そ
れ
に
類
似
し
た
事
項
に
よ
る
不
利
益
的
取
扱
い
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
条
二
項
は
、
不
利
益
的
取
扱

い
を
受
け
て
き
た
グ
ル
ー
プ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、当
該
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
利
益
的
取
扱
い
を
許
容
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

政
府
側
は
、
同
条
二
項
に
よ
り
、
不
利
益
的
取
扱
い
を
受
け
て
き
た
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
利
益
的
取
扱
い
が
同
条
一
項
違
反
と
主
張
さ
れ
る

お
そ
れ
な
く
、
当
該
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
利
益
的
取
扱
い
を
行
い
う
る
。

　

⑶　

K
a

p
p

判
決
は
、
①
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
が
政
府
に
よ
る
差
別
を
禁
止
し
、
②
同
条
二
項
は
、
政
府
が
差
別
の
撲
滅
に
取
り
組
む

こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
、
同
条
二
項
が
同
条
一
項
の
例
外
規
定
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
た）
₃₉
（

。
同
判
決
は
、
こ
う

し
た
理
解
に
基
づ
い
て
、
問
題
と
な
る
利
益
的
取
扱
い
の
合
憲
性
審
査
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た）
₄₀
（

。
す
な
わ
ち
、
当
該
利
益
的
取
扱
い
は
、
同

条
二
項
審
査
を
通
過
す
れ
ば
、
同
条
一
項
審
査
を
不
要
と
す
る
。
し
か
し
、
同
条
二
項
審
査
を
通
過
し
な
け
れ
ば
、
同
条
一
項
審
査
が
な
さ

れ
る
と
し
た）
₄₁
（

。
仮
に
、
当
該
利
益
的
取
扱
い
が
同
条
一
項
違
反
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
が

判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
₄₂
（

。

二　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
関
す
る
違
憲
審
査
基
準

（
一
）　A

n
d

rew
s

テ
ス
ト

　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
弁
護
士
資
格
の
要
件
に
国
籍
要
件
を
課
し
て
い
た
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
法
が
、
人
権
憲
章
一
五
条
一

二
九
六
〇



（　
　
　
　

）

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
三
五

項
に
違
反
し
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
上
述
のA

n
d

rew
s 

判
決）
₄₃
（

に
お
い
て
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
関
す

る
違
憲
審
査
基
準
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
判
決
は
、
同
一
状
況
に
あ
る
者
は
同
一
に
取
り
扱
い
、
異
な
る
状
況
に
あ
る
者
は
異
な
っ

て
取
り
扱
う
と
い
う
判
断
基
準
（sim

ilarly situated test

）
で
は
な
く
、
同
条
一
項
に
い
う
﹁
差
別
﹂
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
基
準
を
採
用

し
た
。
同
判
決
に
よ
れ
ば
、
同
条
一
項
に
い
う
﹁
差
別
﹂
と
は
、
意
図
的
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、﹁
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
他
者

に
は
課
さ
れ
な
い
負
担
、
義
務
、
不
利
益
を
課
す
効
果
を
有
し
、
又
は
、
社
会
の
他
の
構
成
員
が
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
、
利
益
、

有
利
な
条
件
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
も
の
﹂）
₄₄
（

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
審
査
が
な
さ
れ
た）
₄₅
（

。

　

⑴　

異
な
る
取
扱
い
の
審
査

　

平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
者
が
、
異
な
る
取
扱
い
を
受
け
て
い
る
か
。
問
題
と
な
る
州
法
は
、
弁
護
士
資
格
の
要
件
に
お
い
て
、
異
な

る
取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
。

　

⑵　

区
別
理
由
の
審
査

　

異
な
る
取
扱
い
の
理
由
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
列
挙
事
項
又
は
そ
れ
と
類
似
す
る
事
項
に
よ
る
も
の
か
。
国
籍
は
、
同
条
一
項
に
列

挙
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
国
籍
を
有
し
な
い
者
は
、
同
条
一
項
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
﹁
切
り
離
さ
れ
孤
立
し
た
少
数
者
﹂

（insulated m
inority group

）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
籍
は
、
同
条
一
項
列
挙
事
項
に
類
似
す
る
事
項
と
い
い
う
る
。

　

⑶　
﹁
差
別
﹂
の
審
査

　

⑴
⑵
で
認
定
さ
れ
た
区
別
は
、
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
者
に
異
な
る
効
果
を
与
え
、
差
別
的
で
あ
る
か
。
カ
ナ
ダ
国
籍
を
取
得
し
よ

二
九
六
一



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
三
六

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

う
と
す
る
者
は
、
三
年
間
の
居
住
要
件
が
課
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
と
な
る
州
法
は
、
国
籍
以
外
で
は
弁
護
士
資
格
の
要
件
を
充
足

し
て
い
る
原
告
に
対
し
て
、
三
年
間
、
弁
護
士
資
格
を
認
め
な
い
と
い
う
負
担
を
課
し
て
い
る）
₄₆
（

。

　

⑷　

A
n

d
rew

s
テ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て

　

A
n

d
rew

s

判
決
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
関
す
る
違
憲
審
査
基
準
と
し
て
、
①
異
な
る
取
扱
い
の
審
査
、
②
区
別
理
由
の
審
査
、

③
﹁
差
別
﹂
の
審
査
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ
るA

n
d

rew
s

テ
ス
ト
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
③
の
﹁
差
別
﹂
の
理
解
（
同
条
一
項
列
挙
事
項
又

は
そ
れ
と
類
似
す
る
事
項
を
理
由
に
不
利
益
を
課
さ
れ
る
こ
と
等
）
が
簡
素
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
同
テ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
後
の
判

例
理
論
の
も
と
で
、
評
価
が
分
か
れ
て
い
た）
₄₇
（

。

（
二
）　L

a
w

テ
ス
ト

　

⑴　

L
a

w

テ
ス
ト
の
提
示

　

一
九
九
九
年
のL

a
w

 v. C
a

n
a

d
a

判
決
（
後
述
）
は
、A

n
d

rew
s

テ
ス
ト
①
②
を
基
本
的
に
確
認
し
た
が
、
同
テ
ス
ト
③
﹁
差
別
﹂
の

審
査
を
﹁
人
間
の
尊
厳
（hum

an dignity

）
の
侵
害
﹂
審
査
に
置
き
換
え
た
。
同
判
決
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
関
す
る
違
憲
審
査
基

準
と
し
て
、
①
異
な
る
取
扱
い
の
審
査
、
②
区
別
理
由
の
審
査
、
③
﹁
人
間
の
尊
厳
の
侵
害
﹂
審
査
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ
るL

a
w

テ
ス
ト

を
提
示
し
た）
₄₈
（

。

　

両
テ
ス
ト
に
お
け
る
③
の
相
違
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
い
う
﹁
差
別
﹂
の
理
解
に
起
因
し
て
い
る）
₄₉
（

。A
n

d
rew

s

判
決
は
、
同
条

一
項
に
い
う
﹁
差
別
﹂
を
﹁
不
利
益
を
受
け
、
あ
る
い
は
負
担
を
課
さ
れ
る
こ
と
等
﹂
と
捉
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、L

a
w

判
決
は
、
同

条
一
項
に
い
う
﹁
差
別
﹂
を
﹁
人
間
の
尊
厳
（
個
人
・
集
団
が
自
尊
・
自
己
の
価
値
を
感
じ
る
こ
と
）
の
侵
害
で
あ
る）
₅₀
（

﹂
と
捉
え
た
。

二
九
六
二
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）

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
三
七

　
L

a
w

判
決
は
、L

a
w

テ
ス
ト
③
を
判
断
す
る
際
、
た
と
え
ば
、
次
の
ⅰ○
か
ら
ⅳ○
が
考
慮
事
項
に
な
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ⅰ○
問
題
と

な
る
区
別
は
、
過
去
に
お
け
る
不
利
益
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、
偏
見
を
反
映
し
た
も
の
か
、
ⅱ○
区
別
事
項
と
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る

者
の
お
か
れ
た
状
況
、
能
力
が
一
致
す
る
か
、
ⅲ○
問
題
と
な
る
区
別
は
、
不
利
益
扱
い
を
受
け
て
き
た
者
に
対
す
る
改
善
目
的
を
有
す
る
か
、

ⅳ○
問
題
と
な
る
区
別
は
、
そ
れ
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
利
益
の
性
質
と
そ
の
範
囲
に
着
目
し
て
い
る
か
、
で
あ
る
。
な
お
、L

a
w

判
決
以

降
の
判
例
は
、
例
示
と
さ
れ
た
ⅰ
ⅱ
ⅲ
ⅳ

○
○
○
○
を
す
べ
て
考
慮
す
る
傾
向
に
あ
り
、
新
た
な
考
慮
事
項
を
加
え
な
か
っ
た）
₅₁
（

。

　

⑵　

L
a

w

テ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て

　

上
述
のK

a
p

p

判
決
は
、L

a
w

判
決
に
よ
る
﹁
人
間
の
尊
厳
﹂
の
意
味
内
容
が
抽
象
的
で
あ
る
と
し
た）
₅₂
（

。K
a

p
p

判
決
は
、A

n
d

rew
s

テ
ス
ト
③
を
α○
不
利
益
・
偏
見
の
永
続
、
β○
区
別
事
項
に
基
づ
く
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
反
映
と
捉
え
直
し
た）
₅₃
（

。
そ
し
て
、A

n
d

rew
s

テ
ス

ト
③
α○
はL

a
w

テ
ス
ト
③
ⅰ
ⅲ
ⅳ

○
○
○
と
関
連
し
、A

n
d

rew
s

テ
ス
ト
③
β○
はL

a
w

テ
ス
ト
③
ⅱ○
と
関
連
し
て
い
る
と
し
た）
₅₄
（

。K
a

p
p

判
決

は
、L

a
w

テ
ス
ト
が
、A

n
d

rew
s

テ
ス
ト
に
代
わ
る
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろA

n
d

rew
s

テ
ス
ト
を
深
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る

と
し
た）
₅₅
（

。
こ
の
趣
旨
は
、
二
〇
〇
九
年
のE

rm
in

eskin
 In

d
ia

n
 B

a
n

d
 &

 N
a

tion
 v. C

a
n

a
d

a

判
決）
₅₆
（

で
基
本
的
に
確
認
さ
れ
た
。
同

判
決
は
、
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
者
は
、
同
条
一
項
列
挙
事
項
又
は
そ
れ
と
類
似
す
る
事
項
を
理
由
に
不
利
益
的
取
扱
い
を
受
け
て
い

る
と
主
張
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
問
題
と
な
る
区
別
が
こ
れ
ら
の
事
項
を
理
由
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、
偏
見
を
永
続
す
る
よ
う
な
不

利
益
的
取
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た）
₅₇
（

。
こ
の
判
示
は
、L

a
w

テ
ス
ト
そ
の
も
の
が
人
権
憲
章
一
五

条
一
項
に
関
す
る
違
憲
審
査
基
準
と
し
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）
₅₈
（

。

二
九
六
三



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
三
八

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

第
三
章　

年
齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
の
展
開

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
年
齢
に
よ
る
区
別
は
、
①
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
が
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
判

例
、
②
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
判
例
、
③
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反

し
な
い
と
し
た
判
例
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
判
例
を
紹
介
し
、
若
干
の
評
価
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
が
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
判
例

　

こ
こ
で
は
、
大
学
教
員
の
六
五
歳
定
年
制
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
が
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
と
し

た
一
九
九
〇
年
のM

ckin
n

ey v. U
n

iversity of G
u

elp
h

判
決）
₅₉
（

を
取
り
上
げ
る
。

（
一
）　M

ck
in

n
ey

 v. U
n

iversity
 o

f G
u

elp
h

判
決

　

⑴　

事
実
の
概
要
と
下
級
審
判
決

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
立
の
い
く
つ
か
の
大
学
・
短
大
で
六
五
歳
に
到
達
し
た
教
職
員
ら
は
、
州
の
人
権
委
員
会
に
対
し
て
、
大
学
・
短
大
の
六

五
歳
定
年
制
が
雇
用
に
お
け
る
年
齢
差
別
を
禁
止
し
た
州
の
人
権
保
護
法
四
条
に
違
反
す
る
と
い
う
申
立
て
を
行
っ
た
。
人
権
委
員
会
は
、

同
条
の
適
用
年
齢
が
一
八

－

六
五
歳
で
あ
る
（
九
条
⒜
）
の
で
、
当
該
申
立
て
の
管
轄
権
を
有
し
な
い
と
し
た
。
人
権
委
員
会
は
、
仮
に
同

条
⒜
の
合
憲
性
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
定
年
制
廃
止
と
い
う
立
場
で
本
件
を
審
査
す
る
と
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
ら
は
、
大
学
・
短
大

の
六
五
歳
定
年
制
及
び
同
条
⒜
が
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
こ
と
の
宣
言
等
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　

本
件
の
争
点
は
、
①
人
権
憲
章
が
大
学
・
短
大
の
六
五
歳
定
年
制
に
適
用
さ
れ
る
か
、
②
も
し
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同
定
年
制
は
、
人

二
九
六
四
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権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
か
、
③
雇
用
に
お
け
る
年
齢
差
別
禁
止
の
適
用
年
齢
を
一
八

－

六
五
歳
と
す
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
人
権
保
護

法
九
条
⒜
は
、
同
条
一
項
に
違
反
す
る
か
、
④
六
五
歳
定
年
制
又
は
州
人
権
保
護
法
九
条
⒜
が
、
同
条
一
項
に
違
反
す
る
な
ら
ば
、
人
権
憲

章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
か
、
で
あ
る
。

　

州
上
位
裁
判
所）
₆₀
（

と
州
控
訴
裁
判
所）
₆₁
（

は
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
原
判
決
を
認
容
し
た
。
カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
争

点
①
に
つ
い
て
、
州
立
の
大
学
・
短
大
が
人
権
憲
章
三
二
条
一
項
⒝
で
い
う
﹁
政
府
の
機
関
﹂
に
あ
た
ら
ず）
₆₂
（

、
人
権
憲
章
は
本
件
で
問
題
と

な
る
六
五
歳
定
年
制
に
適
用
さ
れ
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
傍
論
と
し
て
、
大
学
・
短
大
に
よ
る
六
五
歳
定
年
制
が
人

権
憲
章
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
判
断
し
た）
₆₃
（

。

　

⑵　

最
高
裁
判
決

　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、L

a F
orest

裁
判
官
の
法
廷
意
見
に
よ
り
、
州
立
の
大
学
・
短
大
に
よ
る
六
五
歳
定
年
制
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一

項
に
違
反
す
る
が
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
。

　
　

⒜　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
審
査

　

問
題
と
な
る
定
年
制
は
、
年
齢
を
理
由
に
六
五
歳
以
上
の
者
を
不
利
益
的
に
取
り
扱
う
も
の
で
あ
り
、
年
齢
に
よ
る
区
別
を
禁
止
す
る
人

権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る）
₆₄
（

。

二
九
六
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同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
四
〇

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

　
　

⒝　

人
権
憲
章
一
条
審
査

　
　
　

①　

目
的
審
査

　

問
題
と
な
る
定
年
制
の
目
的
は
、
次
の
二
つ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
重
要
な
も
の
で
あ
る）
₆₅
（

。

　

第
一
は
、
大
学
・
短
大
教
員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
を
高
め
、
維
持
し
、
人
的
資
源
の
分
配
と
学
部
人
事
の
刷
新
に
つ
い
て
の
柔
軟
性
を
認

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
部
の
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
教
員
の
学
問
の
自
由
を
保
護
し
、
職
務
評
価
と
い
う
特
殊
な
方
法
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
の
組
織

形
態
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

②　

比
例
審
査

　

第
一
に
、
問
題
と
な
る
定
年
制
と
そ
の
目
的
と
の
間
に
は
、
合
理
的
関
連
性
が
あ
る）
₆₆
（

。
本
件
で
問
題
と
な
る
定
年
制
は
、
定
年
ま
で
の
雇

用
を
保
障
し
、
職
務
評
価
を
最
小
限
度
に
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、
教
員
の
学
問
の
自
由
を
最
大
限
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
定
年

制
は
、
新
た
な
教
員
の
継
続
的
な
注
入
を
可
能
に
し
、
学
部
人
事
の
刷
新
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
定
年
制
の
廃
止
は
、
学
問
の
自
由
に

影
響
を
与
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
定
年
制
の
廃
止
に
よ
り
、
職
務
評
価
が
増
大
し
、
解
雇
の
可
能
性
が
で
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
問
題
と
な
る
定
年
制
は
、
原
告
の
平
等
権
の
制
約
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
る）
₆₇
（

。
比
例
審
査
に
お
け
る
最
小
限
性
は
、
当
該
平

等
権
の
制
約
が
最
小
限
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
ほ
ど
の
合
理
的
根
拠
を
政
府
側
が
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
る
。
問
題
と
な
る
定
年
制

は
、
大
学
・
短
大
教
員
の
研
究
生
活
の
充
実
に
寄
与
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
定
年
ま
で
の
雇
用
確
保
に
よ
り
、
教
員
の
職
務
評
価
が
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
る
一
方
で
、
教
員
の
学
問
の
自
由
が
最
大
限
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
定
年
制
に
よ
り
、
学
部
人
事
の
刷
新
が

図
ら
れ
、
若
年
者
の
雇
用
の
機
会
が
保
障
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
大
学
は
、
定
年
制
が
彼
ら
の
平
等
権
の
制
約
を
最
小

二
九
六
六
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一

限
に
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
合
理
的
根
拠
を
有
し
て
い
る）
₆₈
（

。

（
二
）　

そ
の
ほ
か
の
判
例

　

M
ckin

n
ey

判
決
以
外
の
判
例
と
し
て
、H

a
rrison

 v. U
n

iversity of B
ritish

 C
olu

m
bia

判
決）
₆₉
（

、S
toffm

a
n

 v. V
a

n
cou

ver 

G
en

era
l H

osp
ita

l
判
決）
₇₀
（

等
が
あ
る
。H

a
rrison

判
決
で
は
、
大
学
の
六
五
歳
定
年
制
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
が
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、

M
ckin

n
ey

判
決
と
同
様
の
判
断
を
下
し
た
。S

toffm
a

n

判
決
で
は
、
州
の
病
院
に
お
け
る
医
師
の
特
権
を
六
五
歳
で
制
限
し
た
規
則
の

合
憲
性
が
争
わ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
病
院
の
規
則
に
人
権
憲
章
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
つ
つ
、M

ckin
n

ey

判
決
と
同
様
に
傍
論
で
、

同
規
則
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
が
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
。

二　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
判
例

　

こ
こ
で
は
、
失
業
保
険
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い

と
し
た
一
九
九
一
年
のTétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry v. C

a
n

a
d

a

判
決）
₇₁
（

を
取
り
上
げ
る
。

（
一
）　T

étrea
u

lt-G
a

d
o

u
ry

 v. C
a

n
a

d
a

判
決

　

⑴　

事
実
の
概
要
と
下
級
審
判
決

　

失
業
保
険
法
（U

nem
ploym

ent Insurance A
ct

）
三
一
条
は
、
失
業
保
険
給
付
の
適
用
除
外
対
象
を
六
五
歳
以
上
の
者
と
し
、
彼
ら
に

対
し
て
は
特
例
一
時
金
を
給
付
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。
六
五
歳
の
原
告
は
、
老
齢
年
金
を
受
給
し
つ
つ
、
就
労
し
て
い
た
が
、
失
業
し
た
。

彼
女
は
、
失
業
保
険
給
付
の
申
請
を
行
な
っ
た
。
雇
用
移
民
委
員
会
（T

he E
m

ploym
ent and Im

m
igration C

om
m

ission

）
₇₂
（

）
は
、
同
条
に

二
九
六
七
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年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

基
づ
き
、
六
五
歳
以
上
の
者
に
よ
る
当
該
給
付
の
申
請
を
却
下
し
た
。
保
険
審
査
局
（A

 board of referees

）
₇₃
（

）
は
、
雇
用
移
民
委
員
会
の
決

定
を
認
容
し
た
。
原
告
は
、
同
条
が
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
と
し
て
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
直
接
上
訴
し
た
。

　

連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
問
題
と
な
る
連
邦
法
は
、
同
条
一
項
に
違
反
し
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た）
₇₄
（

。
そ
の
理

由
と
し
て
、
六
五
歳
以
上
の
者
は
、
六
四
歳
以
下
の
者
に
支
給
さ
れ
る
失
業
保
険
給
付
を
全
く
受
給
で
き
な
い
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

⑵　

最
高
裁
判
決

　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、L

a F
orest

裁
判
官
の
法
廷
意
見
に
よ
り
、
原
判
決
を
認
容
し
た
。

　
　

⒜　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
審
査

　

問
題
と
な
る
連
邦
法
は
、
失
業
保
険
給
付
に
つ
い
て
、
六
五
歳
以
上
の
者
を
区
別
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る）
₇₅
（

。
こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
人
権

憲
章
一
五
条
一
項
列
挙
事
項
の
年
齢
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
連
邦
法
は
、
六
五
歳
以
上
の
者
を
老
齢
年
金
受
給
者
と
一

括
り
に
し
、
彼
ら
が
求
職
者
で
あ
っ
て
も
、
年
齢
を
理
由
に
失
業
保
険
給
付
の
受
給
者
と
し
て
の
地
位
を
永
久
に
奪
う
も
の
で
あ
る
。
六
五

歳
以
上
の
求
職
者
は
、
失
業
保
険
給
付
の
受
給
者
と
し
て
の
地
位
が
奪
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
職
業
訓
練
や
技
能
習
得
等
の
機
会
も
奪
わ
れ

る
。
こ
れ
は
、
六
五
歳
以
上
の
求
職
者
の
お
か
れ
た
状
況
、
技
能
に
関
係
な
く
、
彼
ら
の
年
齢
層
を
労
働
人
口
の
一
部
で
は
な
い
と
い
う
烙

印
を
押
し
て
い
る
。
問
題
と
な
る
連
邦
法
は
、
六
五
歳
以
上
の
求
職
者
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
永
続
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
問
題
と
な
る
連
邦
法
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
。

二
九
六
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⒝　

人
権
憲
章
一
条
審
査

　
　
　

①　

目
的
審
査

　

失
業
保
険
法
の
目
的
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
に
必
要
な
給
付
を
行
い
、
一
時
的
に
経
済
的
な
安
定
を
提
供
し
、
求
職
活
動
を
補
助

す
る
こ
と
で
あ
る）
₇₆
（

。
そ
し
て
、
同
法
三
一
条
の
目
的
は
、
㋐
老
齢
年
金
と
失
業
保
険
給
付
の
二
重
受
給
を
妨
げ
、
㋑
退
職
者
に
よ
る
失
業
保

険
法
の
悪
用
を
防
止
し
、
㋒
失
業
保
険
法
に
よ
る
給
付
と
そ
れ
以
外
の
社
会
保
障
給
付
を
調
整
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
的
は
、

失
業
保
険
法
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

②　

比
例
審
査

　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
問
題
と
な
る
連
邦
法
の
六
五
歳
以
上
の
年
齢
層
に
対
す
る
平
等
権
の
制
約
が
比
例
審
査
に
お
け
る
最
小
限
性
を
充
足

し
て
い
な
い
と
し
た）
₇₇
（

。

　

目
的
㋐
は
、
失
業
保
険
給
付
と
老
齢
年
金
給
付
の
併
給
調
整
に
よ
り
、
達
成
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
な
手
段
は
、
特
例
一
時
金
の
給
付
に

比
べ
て
、
六
五
歳
以
上
の
者
の
平
等
権
に
対
す
る
最
小
限
の
制
約
に
な
り
う
る
。
ま
た
、
所
得
の
低
い
六
〇

－

六
四
歳
の
者
が
繰
り
上
げ
て

老
齢
年
金
を
受
給
す
る
場
合
、
失
業
保
険
給
付
と
老
齢
年
金
給
付
の
併
給
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
、
六
五
歳
以
上
の
者
で
は
な
ぜ
で
き

な
い
の
か
が
政
府
側
に
よ
り
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。

　

目
的
㋑
は
、
六
五
歳
以
上
の
求
職
者
に
の
み
失
業
保
険
給
付
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
達
成
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
、
こ
の
目
的
に
つ
い

て
は
、
そ
も
そ
も
六
五
歳
以
上
の
年
齢
層
が
失
業
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
悪
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
が
な
い
。

　

目
的
㋒
が
六
五
歳
以
上
の
者
の
平
等
権
に
対
す
る
最
小
限
の
制
約
に
な
り
え
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
失
業
保
険
法
の
全
体
的
な
目

的
に
も
照
ら
し
て
、
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
失
業
保
険
法
は
、
六
五
歳
以
上
の
求
職
者
に
対
し
て
特
例
一
時
金
を
給
付
す
る
の
み

で
、
他
の
手
当
を
整
備
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
問
題
と
な
る
連
邦
法
は
、
失
業
保
険
給
付
を
最
も
必
要
と
し
て
い
る
六
五
歳
以
上
の
求

二
九
六
九
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九
四
四

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

職
者
に
対
し
て
、
同
給
付
を
永
久
に
否
定
し
て
い
る
。

（
二
）　

そ
の
ほ
か
の
判
例

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、Tétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry

判
決
以
外
に
、
年
齢
に
よ
る
区
別
が
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
、
人
権
憲
章

一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
判
例
は
み
あ
た
ら
な
い
。

三　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
し
た
判
例

　

こ
こ
で
は
、
遺
族
年
金
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
が
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
さ
れ
た
一
九
九
九
年
のL

a
w

 v. 

C
a

n
a

d
a

判
決）
₇₈
（

を
取
り
上
げ
る
。

（
一
）L

a
w

 v. C
a

n
a

d
a

判
決

　

⑴　

事
実
の
概
要
と
下
級
審
判
決

　

カ
ナ
ダ
の
年
金
制
度
は
、
①
一
般
税
収
を
財
源
と
す
る
定
額
の
基
礎
年
金
、
②
社
会
保
険
方
式
に
よ
る
所
得
比
例
の
公
的
年
金
、
③
私
的

年
金
（
企
業
年
金
、
個
人
年
金
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る）
₇₉
（

。

　

カ
ナ
ダ
年
金
計
画
（C

anada P
ension P

lan

）
は
、
②
の
一
つ
で
あ
る
遺
族
年
金
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　

年
金
計
画
四
四
条
⑴
⒟
は
、
死
亡
し
た
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
、
ⅰ
六
五
歳
以
上
の
場
合
、
遺
族
年
金
を
給
付
す
る
と
し
て
い
る
。

　

同
条
⑴
⒟
は
、
死
亡
し
た
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
、
ⅱ
六
四
歳
以
下
の
場
合
、
次
の
Ａ
Ｂ
Ⓒ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
、
遺
族
年
金
を

給
付
す
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
配
偶
者
が
、
Ａ
被
保
険
者
の
死
亡
時
に
三
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
、
Ｂ
被
保
険
者
の
死
亡
時
に

二
九
七
〇
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四
五

扶
養
す
べ
き
子
ど
も
が
い
る
こ
と
、
Ⓒ
障
害
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
し
て
、
年
金
計
画
五
八
条
は
、
Ａ
に
該
当
す
る
配
偶
者
が

三
五

－

四
五
歳
の
場
合
、
遺
族
年
金
を
減
額
す
る
と
し
て
い
る
。

　

N
ancy L

aw

は
、
三
〇
歳
の
と
き
に
、
配
偶
者
を
亡
く
し
た
。
彼
女
は
、
遺
族
年
金
の
給
付
を
申
請
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
、
年
金

計
画
四
四
条
⑴
⒟
ⅱ
の
上
記
Ａ
Ｂ
Ⓒ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
か
っ
た
の
で
、
当
該
申
請
を
却
下
さ
れ
た
。
彼
女
は
、
同
条
⑴
⒟
と
五
八
条

が
年
齢
に
よ
る
区
別
を
禁
止
す
る
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
と
し
て
、
年
金
不
服
審
査
局
（P

ension A
ppeals B

oard

）
に
不
服

申
立
て
を
行
っ
た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た）
₈₀
（

。
彼
女
は
、
年
金
不
服
審
査
局
の
決
定
の
取
消
し
を
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
求
め
た
。
し
か
し
、

連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
彼
女
の
請
求
を
棄
却
し
た）
₈₁
（

。

　

⑵　

最
高
裁
判
決

　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、Iacobucci

裁
判
官
の
法
廷
意
見
に
よ
り
、
原
判
決
を
認
容
し
た
。

　
　

⒜　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
の
目
的

　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
の
目
的
は
、
不
利
益
・
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
・
偏
見
等
に
よ
り
、
人
間
の
尊
厳
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
す

べ
て
の
人
々
が
人
間
と
し
て
、
又
は
カ
ナ
ダ
社
会
の
一
員
と
し
て
、・
・
平
等
に
配
慮
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
、
考
慮
を
受
け
る
に
値
す
る
社
会

を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る）
₈₂
（

。

　
　

⒝　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
審
査

　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
の
目
的
に
基
づ
け
ば
、
問
題
と
な
る
区
別
が
同
条
一
項
に
違
反
す
る
か
否
か
は
、
次
の
よ
う
な
審
査
に
よ
り
行
わ

二
九
七
一
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九
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六

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

①　

異
な
る
取
扱
い
の
審
査

　

問
題
と
な
る
法
が
、
ひ
と
つ
又
は
そ
れ
以
上
の
個
人
的
特
徴
を
理
由
に
、
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
を
形
式
的
に

区
別
し
て
い
る
か
、
又
は
平
等
権
違
反
を
主
張
す
る
者
が
カ
ナ
ダ
社
会
に
お
い
て
す
で
に
不
利
益
的
な
地
位
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
せ
ず
、
結

果
的
に
、
ひ
と
つ
又
は
そ
れ
以
上
の
個
人
的
特
徴
を
理
由
に
、
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
を
実
質
的
に
区
別
し
て
い

る
か
。
本
件
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
遺
族
年
金
給
付
は
、
カ
ナ
ダ
年
金
計
画
の
も
と
、
三
五
歳
以
上
の
者
と
三
四
歳
以
下
の
者
の
区
別
、
四

五
歳
以
上
の
者
と
三
五

－

四
五
歳
の
者
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る）
₈₃
（

。

　
　
　

②　

区
別
理
由
の
審
査

　

①
で
認
定
さ
れ
た
異
な
る
取
扱
い
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
列
挙
事
項
又
は
当
該
事
項
に
類
似
す
る
事
項
を
理
由
に
区
別
さ
れ
て
い
る

か
。
本
件
で
は
、
死
亡
し
た
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
四
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
遺
族
年
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
な
く
支
給
さ
れ
る
。
し
か
し
、

本
件
の
原
告
の
よ
う
に
、
当
該
配
偶
者
が
三
〇
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
遺
族
年
金
は
支
給
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
同
条
一
項
列
挙

事
項
の
年
齢
に
よ
る
区
別
で
あ
る）
₈₄
（

。

　
　
　

③　
﹁
人
間
の
尊
厳
の
侵
害
﹂
審
査

　

①
②
で
認
定
さ
れ
た
区
別
が
、
グ
ル
ー
プ
又
は
個
人
の
特
徴
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
な
適
用
を
反
映
し
た
方
法
、
又
は
﹁
個
人
が
劣
り
、

又
は
平
等
に
配
慮
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
、
考
慮
を
受
け
る
に
値
す
る
人
間
と
し
て
若
し
く
は
カ
ナ
ダ
社
会
の
一
員
と
し
て
、
承
認
さ
れ
ず
、
価

値
が
な
い
﹂（the individual is less capable or w

orthy of recognition or value as a hum
an being or as a m

em
ber of C

anadian 

society, equally deserving of concern, respect, and consideration

）
と
い
う
考
え
方
を
永
続
又
は
助
長
す
る
効
果
の
あ
る
方
法
で
、
平

等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
者
に
対
し
て
、
負
担
を
課
し
、
利
益
を
与
え
な
い
こ
と
に
よ
り
、
差
別
し
て
い
る
か
。
こ
こ
で
の
審
査
は
、
た
と

二
九
七
二



（　
　
　
　

）

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
四
七

え
ば
、
ⅰ○
歴
史
的
な
不
利
益
等
の
反
映
、
ⅱ○
区
別
事
項
と
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
者
の
お
か
れ
た
状
況
と
の
関
係
、
ⅲ○
改
善
目
的
、

ⅳ○
区
別
で
影
響
を
受
け
る
利
益
の
性
質
が
考
慮
要
素
に
な
る）
₈₅
（

。

　

原
告
は
、
遺
族
年
金
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
の
う
ち
、
特
に
四
五
歳
以
上
の
者
と
四
四
歳
以
下
の
者
の
区
別
を
問
題
に
し
て
い
る
。
遺

族
年
金
の
被
保
険
者
を
亡
く
し
た
配
偶
者
は
、
す
べ
て
の
年
齢
層
に
お
い
て
、
経
済
的
に
困
窮
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
当
該
要
件
は
、
四
四

歳
以
下
の
年
齢
層
に
対
し
て
不
利
益
を
課
し
て
い
る
。
し
か
し
、
長
期
的
に
み
る
と
、
当
該
要
件
は
、
実
質
的
な
不
利
益
と
は
い
え
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
年
齢
層
は
、
経
済
的
困
窮
度
を
容
易
に
是
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
年
齢
層
は
、
新
し
い

配
偶
者
を
容
易
に
見
つ
け
、
就
職
も
容
易
に
可
能
な
の
で
あ
る
。
遺
族
年
金
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
は
、
四
四
歳
以
下
の
年
齢
層
の
置
か

れ
た
こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、﹁
人
間
の
尊
厳
﹂
を
侵
害
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
特
に
原
告
の
よ
う
な
年
齢

層
は
、
六
五
歳
に
到
達
す
る
ま
で
遺
族
年
金
給
付
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
遺
族
年
金
の
受
給
が
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い）
₈₆
（

。

（
二
）　

そ
の
ほ
か
の
判
例

　

L
a

w

判
決
以
外
の
判
例
と
し
て
、C

a
n

a
d

ia
n

 F
ou

n
d

a
tion

 for C
h

ild
ren

, You
th

 a
n

d
 th

e L
a

w
 v. C

a
n

a
d

a

判
決）
₈₇
（

、G
osselin

 

v. Q
u

ebec

判
決）
₈₈
（

等
が
あ
る
。G

osselin

判
決
で
は
、
三
〇
歳
以
上
の
者
と
比
べ
て
生
活
保
護
費
が
少
額
の
二
九
歳
以
下
の
者
は
職
業
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と
で
彼
ら
と
同
額
に
す
る
と
い
う
州
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
上
述
のL

a
w

テ
ス
ト

を
適
用
し
、
当
該
州
法
は
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
し
た）
₈₉
（

。
同
テ
ス
ト
③
の
考
慮
要
素
ⅰ○
歴
史
的
な
不
利
益
等
の
反
映
に

つ
い
て
は
、
本
件
が
二
九
歳
以
下
の
生
活
保
護
受
給
者
層
に
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
不
利
益
を
課
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ⅱ○
区
別

事
項
と
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
者
の
お
か
れ
た
状
況
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
当
該
州
法
が
当
該
年
齢
層
の
経
済
的
自
律
に
欠
け
て
い

二
九
七
三
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八

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

る
状
況
と
一
致
す
る
こ
と
、
ⅲ○
改
善
目
的
に
つ
い
て
は
、
二
九
歳
以
下
の
生
活
保
護
受
給
者
層
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
職
業
訓
練
等
で

改
善
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ⅳ○
区
別
で
影
響
を
受
け
る
利
益
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
短
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
長
期
的
に
み
れ
ば
、

二
九
歳
以
下
の
生
活
保
護
受
給
者
層
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
改
善
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

　

F
ou

n
d

a
tion

判
決
で
は
、
子
ど
も
の
﹁
し
つ
け
﹂・﹁
矯
正
﹂
の
た
め
に
、
親
・
教
師
が
軽
微
な
体
罰
を
加
え
て
も
暴
行
罪
は
成
立
し
な

い
と
し
た
刑
法
四
三
条
が
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
さ
れ
た）
₉₀
（

。
カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
子
ど
も
の
﹁
し
つ
け
﹂・﹁
矯
正
﹂
の
た

め
に
軽
微
な
体
罰
を
加
え
た
親
・
教
師
に
対
し
て
暴
行
罪
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
家
族
・
教
育
領
域
に
過
度
に
介
入
す
る
こ
と
に
な
る
と
し

た
。
同
条
は
、
子
ど
も
の
安
全
な
環
境
を
保
護
す
る
必
要
性
と
子
ど
も
の
親
・
教
師
に
対
す
る
依
存
性
を
調
整
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

親
・
教
師
が
刑
法
上
の
罰
則
に
萎
縮
せ
ず
子
ど
も
に
合
理
的
な
教
育
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
保
障
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
条
は
、
虐
待
的
な

﹁
し
つ
け
﹂・﹁
矯
正
﹂
を
処
罰
の
対
象
と
し
、
軽
微
な
﹁
し
つ
け
﹂・﹁
矯
正
﹂
の
み
を
処
罰
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、

同
条
は
、
二
歳
か
ら
一
二
歳
の
子
ど
も
に
対
す
る
﹁
し
つ
け
﹂・﹁
矯
正
﹂
行
為
が
対
象
に
な
る
と
解
し
て
い
る
。
頭
部
へ
の
強
打
又
は
平
手

打
ち
や
物
の
使
用
は
、
同
条
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
る
行
為
で
は
な
い
。
同
条
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
付
け
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、L

a
w

テ
ス
ト
③
ⅱ○
を
充
足
し
て
い
る
。

四　

判
例
理
論
の
分
析

　

以
上
、
年
齢
に
よ
る
区
別
に
つ
い
て
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
と
の
関
係
で
はA

n
d

rew
s

テ
ス
ト
又
はL

a
w

テ
ス
ト
が
適
用
さ
れ
、

人
権
憲
章
一
条
と
の
関
係
で
はO

a
kes

テ
ス
ト
が
適
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
テ
ス
ト
の
適
用
に
お
い
て
当
該
区
別
が
ど

の
よ
う
に
審
査
さ
れ
て
い
る
か
を
み
て
お
き
た
い
。

二
九
七
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（
一
）　

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
審
査―

A
n

d
rew

s

テ
ス
ト
又
はL

a
w

テ
ス
ト
の
適
用

　

上
述
の
よ
う
に
、
一
九
八
九
年
のA

n
d

rew
s

テ
ス
ト
は
、
①
異
な
る
取
扱
い
、
②
区
別
理
由
、
③
﹁
差
別
﹂
の
審
査
か
ら
な
り
、
一
九

九
九
年
のL

a
w

テ
ス
ト
は
、
①
異
な
る
取
扱
い
、
②
区
別
理
由
、
③
﹁
人
間
の
尊
厳
の
侵
害
﹂
審
査
（
た
と
え
ば
、
ⅰ○
歴
史
的
な
不
利
益
等

の
反
映
、
ⅱ○
区
別
事
項
と
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
者
の
お
か
れ
た
状
況
と
の
関
係
、
ⅲ○
改
善
目
的
、
ⅳ○
区
別
で
影
響
を
受
け
る
利
益
の
性
質
が
考

慮
事
項
と
さ
れ
る
）
か
ら
な
る
。A

n
d

rew
s

テ
ス
ト
が
適
用
さ
れ
た
判
例
（
た
と
え
ば
、Tétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry

判
決
）
で
は
、
年
齢
に
よ
る

区
別
が
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、L

a
w

テ
ス
ト
が
適
用
さ
れ
た
判
例
（
た
と
え
ば
、L

a
w

判
決
）

で
は
、
年
齢
に
よ
る
区
別
が
同
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
さ
れ
た）
₉₁
（

。Tétrea
u

lt-G
a

d
ou

ry

判
決
とL

a
w

判
決
は
、
両
テ
ス
ト
の
①
②
を

通
過
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
③
で
異
な
る
結
論
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、Tétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry

判
決
で
問
題
と
な
っ
た
年

齢
要
件
はA

n
d

rew
s

テ
ス
ト
③
を
充
足
し
て
い
な
い
と
さ
れ
た
が
、L

a
w

判
決
で
問
題
と
な
っ
た
年
齢
要
件
はL

a
w

テ
ス
ト
③
の
特
に

ⅱ○
を
充
足
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。

　

両
テ
ス
ト
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
を
指
摘
し
う
る
。

　

第
一
は
、
両
テ
ス
ト
の
立
証
責
任
で
あ
る
。
両
テ
ス
ト
は
、
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
側
に
課
さ
れ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、

両
テ
ス
ト
③
の
立
証
責
任
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
相
違
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、L

a
w

テ
ス
ト
③
に
い
う
﹁
人
間
の

尊
厳
﹂
の
意
味
内
容
が
不
明
確
な
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
テ
ス
ト
③
の
立
証
責
任
は
、
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
側
に
と
っ
て
重
い
も

の
で
あ
る）
₉₂
（

。
仮
に
、L

a
w

判
決
でA

n
d

rew
s

テ
ス
ト
③
が
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
側
に
課
さ
れ
て
い
た
ら
、
③
は
通
過
し
た
の
で
は

な
い
か）
₉₃
（

と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
は
、
年
齢
に
よ
る
区
別
の
短
期
的
側
面
又
は
長
期
的
側
面
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、Tétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry

判
決
は
、
失
業
保
険
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
が
六
五
歳
以
上
の
求
職
者
を
同
給
付
の
受
給
者
の
地
位
か
ら
永
久
に
排
除
し
て
い
る
と
述
べ

二
九
七
五
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年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

（
長
期
的
側
面
）、
当
該
要
件
がA

n
d

rew
s

テ
ス
ト
③
を
充
足
し
て
い
な
い
一
理
由
と
し
た）
₉₄
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、L

a
w

判
決
は
、
遺
族
年
金

給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
が
六
五
歳
ま
で
と
い
う
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
め
て
い
る
と
述
べ
（
短
期
的
側
面
）、
当
該
要
件
がL

a
w

テ
ス
ト

③
の
特
に
ⅱ○
を
充
足
し
て
い
る
一
理
由
と
し
た）
₉₅
（

。

　

第
三
は
、
年
齢
に
よ
る
区
別
と
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
の
問
題
が
個
人
単
位
又
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、Tétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry

判
決
は
、
失
業
保
険
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
が
、
六
五
歳
以
上
の
求
職
者
の
技
能
に
関
係
な
く
、
彼

ら
に
労
働
人
口
で
は
な
い
と
い
う
烙
印
を
押
し
て
い
る
と
し
た
。
こ
れ
は
、
当
該
年
齢
要
件
が
六
五
歳
以
上
の
年
齢
層
に
お
け
る
具
体
的
個

人
の
事
情
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
ろ
う）
₉₆
（

。
た
と
え
ば
、
失
業
し
た
と
き
、
老
齢
年
金
受
給
者
の
方
が
老
齢
年
金
非

受
給
者
よ
り
も
一
般
的
に
就
労
の
必
要
性
が
低
い
と
仮
に
い
え
る
と
し
て
も
、
就
労
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
老
齢
年
金
受
給
者
に
対

し
て
、
老
齢
年
金
受
給
者
の
一
般
的
傾
向
を
継
続
的
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、L

a
w

判
決
で
は
、

遺
族
年
金
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
は
、
四
四
歳
以
下
の
年
齢
層
が
そ
れ
以
上
の
年
齢
層
と
比
べ
て
経
済
的
困
窮
度
を
容
易
に
是
正
し
う
る

と
い
う
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
さ
れ
た）
₉₇
（

。
こ
れ
は
、
四
四
歳
以
下
の
年
齢
層
に
お
け
る
具
体
的
個
人
の
事
情
を
一
般
化
す
る
こ
と
が
許
容

さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
ろ
う）
₉₈
（

。
こ
の
点
、
こ
の
よ
う
な
一
般
化
を
基
準
に
し
た
処
遇
は
、
具
体
的
個
人
と
の
関
係
で
正
確
か
と

い
う
問
題
が
あ
る）
₉₉
（

。
し
か
し
、
彼
ら
が
歴
史
的
に
不
利
益
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
年
齢
層
で
は
な
い
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
一
般
化
を
基

準
に
し
た
処
遇
の
正
確
性
が
厳
密
に
問
わ
れ
な
か
っ
た）
１００
（

。L
a

w
判
決
は
、
こ
う
し
た
理
解
に
基
づ
い
て
、
当
該
年
齢
要
件
が
、
同
給
付
を

一
時
的
に
否
定
さ
れ
る
四
四
歳
以
下
の
年
齢
層
に
対
し
て
、
劣
っ
て
い
る
と
か
、
人
間
と
し
て
の
価
値
が
な
い
と
い
う
烙
印
を
押
す
も
の
で

は
な
い
と
し
た）
１０１
（

。

二
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（
二
）　

人
権
憲
章
一
条
審
査―

O
a

k
es

テ
ス
ト
の
適
用

　

年
齢
に
よ
る
区
別
が
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
と
さ
れ
たM

ckin
n

ey

判
決
やTétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry

判
決
で
は
、
人
権
憲

章
一
条
の
も
と
で
一
九
八
六
年
のO

a
kes

テ
ス
ト
が
適
用
さ
れ
た
。
同
テ
ス
ト
は
、
①
目
的
審
査
、
②
比
例
審
査
（
合
理
的
関
連
性
、
最
小

限
性
、
比
例
性
）
か
ら
な
る
。

　

O
a

kes

テ
ス
ト
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
を
指
摘
し
う
る
。

　

第
一
は
、O

a
kes

テ
ス
ト
の
立
証
責
任
で
あ
る
。
同
テ
ス
ト
は
、
政
府
側
に
課
さ
れ
る
。
両
判
決
は
、
政
府
側
が
①
の
立
証
責
任
を
果

た
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
②
で
結
論
が
異
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
②
の
最
小
限
性
（
目
的
達
成
手
段
が
、
人
権
憲
章
上
の
権
利
自

由
を
最
小
限
に
制
約
し
て
い
る
か
）
が
、
両
判
決
の
分
岐
点
と
な
っ
て
い
る）
１０２
（

。
こ
こ
で
は
、
政
府
側
が
②
の
最
小
限
性
を
充
足
す
る
合
理
的
根

拠
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る）
１０３
（

。

　

第
二
は
、O

a
kes

テ
ス
ト
②
の
最
小
限
性
の
適
用
に
お
け
る
厳
格
度
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、Tétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry

判
決
に
お
い
て
、

失
業
保
険
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
が
②
の
最
小
限
性
を
充
足
し
て
い
な
い
と
さ
れ
た
の
は
、
当
該
年
齢
要
件
の
目
的
が
、
対
象
と
な
る
者

の
平
等
権
の
制
約
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
他
の
手
段
に
よ
り
達
成
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
同
判
決
は
、
当
該
年
齢
要
件
に
よ

り
、
経
済
的
影
響
を
受
け
、
失
業
保
険
給
付
を
最
も
必
要
と
し
て
い
る
六
五
歳
以
上
の
求
職
者
に
注
意
を
払
い）
１０４
（

、
平
等
権
の
制
約
を
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
る
他
の
目
的
達
成
手
段
を
自
ら
述
べ
る
こ
と
で
当
該
年
齢
要
件
が
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
保
障
立
法

に
お
け
るO

a
kes

テ
ス
ト
②
の
最
小
限
性
の
厳
格
な
適
用
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う）
１０５
（

。
こ
こ
に
は
、
同
立
法
に
つ
い
て
の
立
法
府
の

判
断
は
尊
重
す
る
が
、
同
立
法
に
関
す
る
平
等
は
必
ず
し
も
立
法
府
の
判
断
を
尊
重
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、M

ckin
n

ey

判
決
に
お
い
て
、
問
題
と
な
る
定
年
制
が
②
の
最
小
限
性
を
充
足
し
て
い
る
と

さ
れ
た
の
は
、
定
年
制
に
よ
り
、
教
員
の
職
務
評
価
を
最
小
限
に
抑
え
、
教
員
の
学
問
の
自
由
を
最
大
限
に
保
障
で
き
る
と
と
も
に
、
学
部

二
九
七
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年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

人
事
の
刷
新
を
図
り
、若
年
者
の
雇
用
の
機
会
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。
同
判
決
は
、Tétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry

判
決
と
は
違
い
、

定
年
制
の
適
用
を
受
け
る
者
の
平
等
権
の
制
約
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
他
の
目
的
達
成
手
段
に
は
触
れ
ず
、
定
年
制
に
対
す
る
大
学
側
の

判
断
を
尊
重
し
て
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
違
反
の
定
年
制
が
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た）
１０６
（

。
こ
の
こ
と
は
、
年
齢
に
よ
る
区
別
が
経
済
活
動
の

規
制
領
域
に
お
い
て
相
対
立
す
る
年
齢
層
間
の
諸
利
益
・
主
張
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
同
テ
ス
ト
②
の
最
小
限
性
が
、
立
法
府
の
判

断
を
尊
重
し
つ
つ
、
緩
や
か
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う）
１０７
（

。

　

第
三
は
、M

ckin
n

ey
判
決
に
よ
るO

a
kes

テ
ス
ト
②
の
最
小
限
性
の
適
用
に
お
い
て
、﹁
一
定
年
齢
へ
の
到
達
に
よ
る
就
業
能
力
の
低

下
と
い
っ
た
個
人
的
要
因
で
な
く
、
む
し
ろ
、
職
業
環
境
の
保
護
と
い
う
社
会
的
要
因
を
考
慮
し
、
判
断
し
た）
１０８
（

﹂
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に

関
連
し
て
、M

ckin
n

ey

判
決
及
びTétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry

判
決
で
法
廷
意
見
を
執
筆
し
たL

a F
orest

裁
判
官
は
、M

ckin
n

ey

判
決
の

側
面
か
ら
、
ⅰ○
大
学
・
短
大
が
閉
ざ
さ
れ
た
職
場
環
境
で
あ
る
こ
と
、
ⅱ○
学
部
人
事
の
刷
新
が
知
識
の
開
拓
に
つ
な
が
る
こ
と
、
ⅲ○
職
務

評
価
を
抑
え
、
教
員
の
学
問
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
判
決
の
結
論
が
異
な
っ
た
と
し
た）
１０９
（

。
さ
ら
に
、
両
判

決
の
結
論
が
異
な
っ
た
の
は
、
問
題
と
な
る
年
齢
要
件
を
削
除
し
た
と
き
の
影
響
の
大
小
が
考
慮
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が

あ
る）
１１０
（

。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、O

a
kes

テ
ス
ト
②
の
最
小
限
性
は
、
ⅰ
ⅱ
ⅲ

○
○
○
の
よ
う
な
考
慮
さ
れ
る
べ
き
社
会
的
要
因
が
な
い

限
り
）
１１１
（

、
問
題
と
な
る
年
齢
要
件
に
関
す
る
個
人
的
要
因
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

Tétrea
u

lt-G
a

d
ou

ry

判
決
で
は
、
問
題
と
な
っ
た
年
齢
要
件
に
関
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
社
会
的
要
因
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

経
済
的
損
失
を
受
け
る
六
五
歳
以
上
の
求
職
者
へ
の
影
響
と
い
っ
た
個
人
的
要
因
が
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。 二

九
七
八
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⑴　

以
上
、
年
齢
に
よ
る
区
別
を
禁
止
し
（
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
）、
人
権
制
約
に
関
す
る
正
当
化
条
項
（
人
権
憲
章
一
条
）
を
お
い
て
い

る
カ
ナ
ダ
憲
法
の
解
釈
に
関
す
る
議
論
の
展
開
を
み
て
き
た
。
カ
ナ
ダ
憲
法
上
、
年
齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
審
査
は
、
問
題
と
な
る
区
別

が
平
等
権
（
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
）
を
制
約
し
て
い
る
か
否
か
を
審
査
し
（
第
一
段
階
）、
第
一
段
階
審
査
を
通
過
し
た
場
合
に
は
、
当
該

区
別
が
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
を
審
査
す
る
（
第
二
段
階
）
と
い
う
二
段
階
審
査
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
で
み
た
判
例
の
展
開
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
段
階
で
あ
る
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
審
査
で
は
、
一
九
九
九
年
のL

a
w

判

決
前
ま
でA

n
d

rew
s

テ
ス
ト
（
①
異
な
る
取
扱
い
、
②
区
別
理
由
、
③
﹁
差
別
﹂
の
審
査
）
が
適
用
さ
れ
、
同
判
決
か
らL

a
w

テ
ス
ト
（
①

異
な
る
取
扱
い
、
②
区
別
理
由
、
③
﹁
人
間
の
尊
厳
の
侵
害
﹂
審
査
）
が
適
用
さ
れ
た）
１１２
（

。
カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
は
、
失
業
保
険
給
付
に
関
す
る
年

齢
要
件
等
はA

n
d

rew
s

テ
ス
ト
を
充
足
し
な
い
と
し
、
遺
族
年
金
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
等
はL

a
w

テ
ス
ト
を
充
足
す
る
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
テ
ス
ト
の
適
用
に
お
い
て
は
、
平
等
権
の
制
約
を
主
張
す
る
側
に
立
証
責
任
が
課
さ
れ
、
と
も
に
③
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
両
テ
ス
ト
③
の
判
断
に
お
い
て
は
、
年
齢
に
よ
る
区
別
の
短
期
的
側
面
・
長
期
的
側
面
が
考
慮
さ
れ
、
当
該
区
別
を
個
人
単
位
で

審
査
す
る
場
合
と
グ
ル
ー
プ
単
位
で
審
査
す
る
場
合
が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
は
、
失
業
保
険
給
付
に
関
す
る
年
齢

要
件
が
長
期
的
側
面
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
平
等
権
を
特
定
個
人
の
事
情
に
適
応
さ
せ
た
審
査
を
行
な
っ
た
（
個
人
単
位
）。
そ
れ

に
対
し
て
、
同
判
例
理
論
は
、
遺
族
年
金
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
が
短
期
的
側
面
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
当
該
事
情
を
一
般
化
し

た
審
査
を
行
な
っ
た
（
グ
ル
ー
プ
単
位
）。

　

第
二
段
階
の
人
権
憲
章
一
条
審
査
で
は
、
目
的
審
査
と
比
例
審
査
（
合
理
的
関
連
性
、
最
小
限
性
、
比
例
性
）
か
ら
な
るO

a
kes

テ
ス
ト
が

適
用
さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
は
、
失
業
保
険
給
付
に
関
す
る
年
齢
要
件
は
同
テ
ス
ト
を
充
足
し
な
い
と
し
、
定
年
制
等
は
同
テ
ス
ト

二
九
七
九



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
五
四

年
齢
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よ
る
区
別
と
平
等
権

を
充
足
す
る
と
し
た
。
同
テ
ス
ト
の
適
用
に
お
い
て
は
、
政
府
側
に
立
証
責
任
が
課
さ
れ
、
比
例
審
査
に
お
け
る
最
小
限
性
、
す
な
わ
ち
、

目
的
達
成
手
段
は
、
区
別
の
適
用
対
象
者
の
平
等
権
の
制
約
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る
こ
と
の
合
理
的
根
拠
を
政
府
側
が
有
し
て
い
る
か
否

か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
問
題
と
な
る
年
齢
要
件
に
関
す
る
個
人
的
要
因
又
は
社
会
的
要
因
が
考
慮
さ
れ
、

立
法
府
の
判
断
を
尊
重
す
る
場
合
と
尊
重
し
な
い
場
合
が
示
さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
は
、
定
年
制
の
よ
う
に
、
問
題
と
な
る
年
齢
要

件
が
経
済
活
動
の
規
制
領
域
で
相
対
立
す
る
年
齢
層
間
の
諸
利
益
・
主
張
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
職
場
環
境
の
保
護
等
を
考
慮
さ
れ

る
べ
き
社
会
的
要
因
と
し
て
認
め
、
立
法
府
の
判
断
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
判
例
理
論
は
、
失
業
保
険
給

付
の
よ
う
に
、
一
般
に
立
法
府
の
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
保
障
法
関
係
の
領
域
で
あ
っ
て
も
、
老
齢
年
金
と
失
業
保
険
給
付
の
二
重
受
給

の
防
止
等
を
考
慮
す
べ
き
社
会
的
要
因
と
は
安
易
に
認
め
ず
、
問
題
と
な
る
年
齢
要
件
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る
者
の
個
人
的
要
因
を
考
慮

し
つ
つ
、
同
要
件
が
当
該
個
人
の
平
等
権
の
制
約
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る
こ
と
の
合
理
的
根
拠
を
厳
格
に
審
査
し
て
い
る
。

　

⑵　

カ
ナ
ダ
の
判
例
理
論
に
は
以
上
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
年
齢
に
対
す
る
日
加
憲
法
上
の
規
定
の
違

い
に
鑑
み
れ
ば
、
同
判
例
理
論
が
も
た
ら
す
意
味
は
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年

齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
審
査
の
あ
り
方
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
議
論
か
ら
次
の
よ
う
な
方
向
性
を
引
き
出
し
、
影
響
す
る
と
こ
ろ
を

考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ひ
と
つ
は
、
①
区
別
の
対
象
者
個
人
の
問
題
と
し
て
審
査
す
る
か
、
②
区
別
の
対
象
と
な
る
年
齢
層
の
問
題
と
し
て
審
査
す
る
か
ど
う
か

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
①
の
場
合
、た
と
え
ば
長
期
的
な
年
齢
に
よ
る
区
別
の
も
た
ら
す
不
利
益
効
果
が
累
積
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

平
等
権
を
特
定
個
人
の
事
情
に
適
応
さ
せ
た
個
人
単
位
の
審
査
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
②
の
場
合
、
た
と
え
ば
短
期
的
な
年

齢
に
よ
る
区
別
の
も
た
ら
す
不
利
益
効
果
が
累
積
的
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
区
別
の
対
象
と
な
る
年
齢
層
と
区
別
の
対
象
に
な
ら
な
い

年
齢
層
の
相
違
の
有
無
等
を
中
心
に
当
該
区
別
の
合
憲
性
が
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

二
九
八
〇
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も
う
ひ
と
つ
は
、
一
定
の
立
法
目
的
に
対
し
て
、
区
別
の
対
象
者
の
平
等
権
の
制
約
の
程
度
を
問
う
審
査
で
あ
り
、
上
述
のO

a
kes

テ

ス
ト
で
は
最
小
限
性
を
要
求
し
て
い
た
部
分
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
年
齢
の
使
用
以
外
に
目
的
を
達
成
す
る
方

法
が
な
く
、
区
別
の
対
象
者
の
平
等
権
の
制
約
を
抑
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
合
理
的
根
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
際
、
一
定
年
齢
層
に
属
す
る
人
々
の
一
般
的
傾
向
か
ら
具
体
的
年
齢
を
設
定
し
て
、
人
の
処
遇
を
画
一
的
に
決
定
す
る
と
こ
ろ
に

﹁
年
齢
差
別
の
本
質
が
あ
る）
１１３
（

﹂
と
い
う
指
摘
を
厳
密
に
受
け
止
め
る
な
ら
ば
、
問
題
と
な
る
年
齢
要
件
に
関
す
る
個
人
的
要
因
に
ウ
エ
イ
ト

を
置
い
て
、
そ
の
根
拠
の
合
理
性
の
有
無
に
つ
い
て
審
査
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
年
齢
に
よ
る
区
別
が
問
題
に
な
る
状
況
・

文
脈
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
経
済
活
動
の
規
制
領
域
で
相
対
立
す
る
年
齢
層
間
の
諸
利
益
・
主
張
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

問
題
と
な
る
年
齢
要
件
の
削
除
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
場
合
等
は
、
平
等
権
保
障
の
枠
内
で
立
法
府
の
判
断
や
問
題
と
な
る
年
齢
要
件
に
関

す
る
社
会
的
要
因
を
考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
根
拠
の
合
理
性
の
有
無
が
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
、
整
理
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）　

野
中
俊
彦
＝
中
村
睦
男
＝
高
橋
和
之
＝
高
見
勝
利
﹃
憲
法
Ⅰ
（
第
五
版
）﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
二
八
三

－

二
八
四
頁
︹
野
中
執
筆
︺、
蘆
部
信
喜
︹
高
橋
和
之
補
訂
︺

﹃
憲
法 

第
五
版
﹄（
岩
波
書
店
、二
〇
一
一
年
）
一
二
九
頁
、佐
藤
幸
治
﹃
日
本
国
憲
法
論
﹄（
成
文
堂
、二
〇
一
一
年
）
二
〇
八
頁
の
ほ
か
、大
石
眞
﹃
憲
法
講
義
Ⅱ
（
第
二
版
）﹄

（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
七
四
頁
、
辻
村
み
よ
子
﹃
憲
法
（
第
四
版
）﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
六
八
頁
、
赤
坂
正
浩
﹃
憲
法
講
義
（
人
権
）﹄（
信
山
社
、
二
〇

一
一
年
）
二
九
八
頁
、
長
谷
部
恭
男
﹃
憲
法
（
第
五
版
）﹄（
新
世
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
六
四
頁
、
高
橋
和
之
﹃
立
憲
主
義
と
日
本
国
憲
法
（
第
二
版
）﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一

〇
年
）
一
四
六
頁
、
初
宿
正
典
﹃
憲
法
２
基
本
権
︹
第
三
版
︺﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
一
八
一
頁
等
を
参
照
。

　
　
　

判
例
と
し
て
、
最
大
判
昭
三
九
・
五
・
二
七
民
集
一
八
巻
四
号
六
七
六
頁
、
最
大
判
昭
四
八
・
四
・
四
刑
集
二
七
巻
三
号
六
二
五
頁
、
最
大
判
平
二
〇
・
六
・
四
民
集
六
二

巻
六
号
一
三
六
七
頁
等
を
参
照
。

（
2
）　

米
沢
広
一
﹁
平
等
原
則―

許
さ
れ
る
﹃
合
理
的
差
別
﹄
と
は
何
か―

﹂
阿
部
照
哉
＝
松
井
幸
夫
編
﹃H

A
N

D
 B

O
O

K

憲
法
﹄（
有
信
堂
高
文
社
、一
九
九
〇
年
）
七
四
頁
参
照
。

（
3
）　

高
井
裕
之
﹁
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
差
別
か
ら
の
自
由
﹂﹃
岩
波
講
座　

現
代
の
法
14　

自
己
決
定
権
と
法
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
二
二
一
頁
。
ま
た
、
野
中

二
九
八
一
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年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

ほ
か
・
前
掲
注
（
1
）
二
九
九
頁
︹
野
中
執
筆
︺、
阿
部
照
哉
＝
野
中
俊
彦
編
﹃
平
等
の
権
利
﹄（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
四
年
）
二
〇
一
頁
︹
野
中
執
筆
︺
等
を
参
照
。

（
4
）　

最
大
判
昭
三
九
・
五
・
二
七
民
集
一
八
巻
四
号
六
七
六
頁
、
最
大
判
昭
四
八
・
四
・
四
刑
集
二
七
巻
三
号
六
二
五
頁
等
を
参
照
。
最
大
判
平
二
〇
・
六
・
四
民
集
六
二
巻
六

号
一
三
六
七
頁
は
、
区
別
さ
れ
た
権
利
利
益
の
重
要
性
と
区
別
理
由
を
考
慮
し
て
、
厳
密
な
審
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
判
例
理
論
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
安
西
文
雄
﹁﹃
法
の

下
の
平
等
﹄
に
関
わ
る
判
例
理
論―

―

区
別
事
由
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
﹂
戸
松
秀
典
＝
野
坂
泰
司
編
﹃
憲
法
訴
訟
の
現
状
分
析
﹄（
有
斐
閣
、二
〇
一
二
年
）
一
八
七
頁
以
下
、

渡
辺
康
行
﹁
平
等
原
則
の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク―

判
例
法
理
の
分
析
と
再
構
築
の
可
能
性―

﹂
立
教
法
学
八
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
頁
以
下
等
を
参
照
。

（
5
）　

た
と
え
ば
、
東
京
地
判
平
九
・
四
・
一
四
判
例
時
報
一
六
一
七
号
一
四
〇
頁
︹
公
権
力
・
私
人
間
︺、
東
京
地
判
平
六
・
九
・
二
九
判
例
時
報
一
五
〇
九
号
三
頁
︹
私
人
相

互
間
︺
等
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
藤
井
樹
也
﹁
定
年
制
と
憲
法
﹂
佐
藤
幸
治
先
生
還
暦
記
念
﹃
現
代
立
憲
主
義
と
司
法
権
﹄（
青
林
書
院
、
一
九
九
八
年
）
三
七
一

－

三
七
五

頁
を
参
照
。

（
6
）　

東
京
地
判
昭
二
七
・
七
・
二
四
行
集
三
巻
六
号
一
三
二
八
頁
。

（
7
）　

棟
居
快
行
﹁
年
齢
の
み
に
よ
る
雇
用
関
係
上
の
不
利
益
取
扱
い
と
憲
法
一
四
条
一
項
﹂
阪
大
法
学
六
〇
巻
六
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〇
八
五
頁
︿
同
﹃
憲
法
学
の
可
能
性
﹄（
信

山
社
、
二
〇
一
二
年
）
三
八
六
頁
﹀。

（
8
）　

棟
居
・
前
掲
注
（
7
）
一
〇
八
六
頁
︿
同
﹃
憲
法
学
の
可
能
性
﹄
三
八
七
頁
﹀。

（
9
）　

た
と
え
ば
、
戸
松
秀
典
﹃
憲
法
訴
訟
（
第
二
版
）﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
三
一
二
頁
参
照
。
な
お
、
松
井
茂
記
﹃
日
本
国
憲
法
（
第
三
版
）﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）

三
六
六
頁
は
、
年
齢
に
よ
る
区
別
の
合
憲
性
審
査
に
つ
い
て
、﹁
個
別
的
に
判
断
能
力
を
審
査
す
る
こ
と
は
恣
意
的
な
運
用
の
リ
ス
ク
を
負
う
し
、
ま
た
膨
大
な
コ
ス
ト
を
伴
う
﹂

こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、﹁
公
務
員
試
験
の
受
験
資
格
に
あ
る
年
齢
制
限
な
ど
、
は
た
し
て
そ
れ
で
も
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
か
な
り
疑
問
に
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
﹂

と
す
る
。

（
10
）　

佐
々
木
雅
寿
﹁
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
違
憲
審
査
制
度
の
特
徴
（
上
）﹂
北
大
法
学
論
集
三
九
巻
二
号
（
一
九
八
八
年
）
三
三
四

－

三
三
五
頁
、
松
井
茂
記
﹃
カ
ナ
ダ
の
憲
法

―

多
文
化
主
義
の
国
の
か
た
ち―

﹄（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
二
三

－

二
六
頁
参
照
。

（
11
）　P

E
T

E
R. W

. H
O

G
G, C

O
N

ST
IT

U
T

IO
N

A
L L

A
W

 O
F C

A
N

A
D

A, 2010 student ed., 38-2
（Toronto : C

arsw
ell, 2010

）.

（
12
）　R

. v. O
akes,

［1986

］1 S.C
.R

. 103. 

な
お
、﹁
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
﹂（
形
式
的
要
件
）
に
い
う
﹁
法
﹂
に
は
、
一
般
に
、
制
定
法
、
そ
れ
に
基
づ
く
規
則
、
コ
モ
ン
・
ロ

ー
、
条
例
、
立
法
政
策
等
が
含
ま
れ
る
。S

ee, H
O

G
G, su

p
ra

 note11, at38-11-38-17, G
reater V

ancouver T
ransportation A

uthority v. C
anadian F

ederation 

of Students-B
ritish C

olum
bia C

om
ponent,

［2009

］2 S. C
. R

. 295, at paras. 50-73.

（
13
）　R

. v. O
akes,

［1982

］38 O
.R

.

（2d

）598.

二
九
八
二
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五
七

（
14
）　R

. v. O
akes,

［1983

］3 C
.R

.R
. 289. 

な
お
、
カ
ナ
ダ
の
司
法
制
度
に
つ
い
て
は
、
松
井
・
前
掲
注
（
10
）
六
三

－

七
七
頁
、
高
井
裕
之
﹁
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
法
曹
継
続
教

育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
﹂
南
野
佳
代
編
著
﹃
法
曹
継
続
教
育
の
国
際
比
較―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
問
う
司
法―

﹄（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
六
二

－

六
五
頁
等
を
参
照
。

（
15
）　O

a
kes, 1 S.C

.R
. at paras. 69-70.

（
16
）　Sujit C

houdhry, S
o W

h
a

t is th
e R

ea
l L

ega
cy of O

a
kes? Tw

o D
eca

d
es of P

rop
ortion

a
lity A

n
a

lysis u
n

d
er th

e C
a

n
a

d
ia

n
 C

h
a

rter’s S
ection

 1, 

34 S. C
. L

. R
.

（2d

）501, 503

（2006

）. S
ee a

lso T
hom

son N
ew

spapers C
o. v. C

anada

（A
ttorney G

eneral

）,

［2009

］1 S. C
. R

. 877, para. 87.

（
17
）　H

O
G

G, su
p

ra
 note11, at38-18.

（
18
）　

目
的
審
査
で
は
、
人
権
制
約
の
目
的
又
は
問
題
と
な
る
法
の
目
的
が
主
に
検
討
さ
れ
る
が
、
過
小
包
摂
の
法
が
問
題
と
な
る
場
合
は
、
そ
の
法
の
規
定
自
体
の
目
的
も
検
討

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。S

ee V
riend v. A

lberta, ［1998

］1 S. C
. R

. 493, para. 109.

（
19
）　O

a
kes

判
決
は
、
上
述
の
よ
う
に
合
理
的
関
連
性
の
充
足
を
否
定
し
た
の
で
、
こ
の
指
摘
の
例
外
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
合
理
的
関
連
性
が
ど
の
程
度
の

も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
立
場
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
常
に
厳
格
な
も
の
を
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。S

ee H
O

G
G, 

su
p

ra
 note11, at38-11.

（
20
）　

な
お
、
現
在
の
比
例
性
審
査
に
お
い
て
は
、
重
要
な
目
的
と
手
段
の
比
例
性
だ
け
で
は
な
く
、
手
段
の
有
効
性
、
手
段
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
有
益
な
効
果
（salutary 

effects

）
と
有
害
な
効
果
（deleterious effects
）
の
比
例
性
も
ま
た
審
査
さ
れ
る
。S

ee D
agenais v. C

anadian B
roadcasting C

orp.,

［1994

］3 S. C
. R

. 835, 

para. 97, T
h

om
son

 N
ew

sp
a

p
ers C

o., 1 S. C
. R

. at paras. 123-130.

（
21
）　H

O
G

G, su
p

ra
 note11, at38-18. O

a
kes

テ
ス
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
雅
寿
﹁
カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
比
例
原
則
の
展
開―

﹃
オ
ー
ク
ス
・
テ
ス
ト
（O

a
kes 

Test

）﹄
の
内
容
と
含
意―

﹂
北
大
法
学
論
集
六
三
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
22
）　C

entral H
udson G

as &
 E

lectric C
orp. v. P

ublic Service C
om

m
ission of N

ew
 York, 447 U

.S. 557

（1980

）.

同
判
決
は
、
営
利
的
言
論
が
合
法
的
活
動
に
か
か

わ
り
、
誤
導
的
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
で
保
護
さ
れ
る
言
論
で
あ
れ
ば
、
上
記
三
要
件
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
（Id

. at564-566

）。
同
判
決
に
つ
い

て
は
、
太
田
裕
之
﹁
営
利
的
言
論
を
め
ぐ
る
判
例
法
理
の
展
開―

ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
決
を
中
心
に―

﹂
同
志
社
法
学
三
八
巻
四
・
五
号
（
一
九
八
七
年
）
一
一
七
頁
以

下
を
参
照
。

（
23
）　F

ord v. Q
uebec,

［1988

］2 S.C
.R

. 712, para. 48. 

（
24
）　

ド
イ
ツ
の
三
段
階
審
査
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
松
本
和
彦
﹃
基
本
権
保
障
の
憲
法
理
論
﹄（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
一
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
25
）　D

ieter G
rim

m
, P

rop
ortion

a
lity in

 C
a

n
a

d
ia

n
 a

n
d

 G
erm

a
n

 C
on

stitu
tion

a
l Ju

risp
ru

d
en

ce, 57 U
. T

O
R

O
N

T
O L

. J. 383, 384 （2007

）.　

同
論
文
に
つ

二
九
八
三
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同
志
社
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学　

六
四
巻
七
号�

九
五
八

年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

い
て
は
、
阪
口
正
二
郎
﹁
比
較
の
中
の
三
段
階
審
査
・
比
例
原
則
﹂
樋
口
陽
一
＝
森
英
樹
＝
高
見
勝
利
＝
辻
村
み
よ
子
＝
長
谷
部
恭
男
編
著
﹃
国
家
と
自
由
・
再
論
﹄（
日
本

評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
四
四

－

二
四
八
頁
参
照
。

（
26
）　

S
ee A

lec S
ton

e S
w

eet an
d

 Ju
d

 M
ath

ew
s, P

rop
ortion

a
lity

 B
a

la
n

cin
g a

n
d

 G
loba

l C
on

stitu
tion

a
lism

, 47 C
O

L
U

M
. J. O

F T
R

A
N

S
N

A
T’ L L

. 73
（2008
）.
な
お
、
わ
が
国
に
お
け
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
法
律
時
報
八
三
巻
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
の
特
集
﹁
違
憲
審
査
手
法
の
展
望
﹂
及
び
そ
の
各
論

稿
に
あ
げ
ら
れ
た
諸
文
献
を
参
照
。

（
27
）　

人
権
憲
章
一
五
条
論
を
概
観
し
た
も
の
と
し
て
、
松
井
・
前
掲
注
（
10
）
二
二
五
－

二
五
五
頁
、
白
水
隆
﹁
憲
法
上
の
平
等
権
概
念
と
間
接
差
別―

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る

議
論
を
素
材
と
し
て―
（
一
）﹂
法
学
論
叢
一
七
〇
巻
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〇
七

－

一
一
五
頁
、
同
﹁
カ
ナ
ダ
憲
法
下
の
平
等
権
と
同
性
婚
（
一
）﹂
法
学
論
叢
一
六
六
巻

三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
五
六

－

一
六
八
頁
、
河
北
洋
介
﹁
カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
平
等
権
と
性
的
指
向
問
題
の
連
関
性
﹂
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五

三

－

五
六
頁
、
中
川
純
﹁
カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
社
会
・
経
済
権
と
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
司
法
審
査
⑴
﹂
中
京
法
学
四
〇
巻
三
・
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
六
三

－

一
七
〇
頁

等
が
あ
る
。

（
28
）　H

O
G

G, su
p

ra
 note11, at55-13. 

な
お
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、S

ee A
nne F. B

ayefsky, D
efi

n
in

g E
qu

a
lity R

igh
ts, A

N
N

E F. 

B
A

YE
F

SK
Y A

N
D M

A
R

Y E
B

E
R

R
T

S ed., E
Q

U
A

L
IT

Y R
IG

H
T

S A
N

D T
H

E C
A

N
A

D
IA

N C
H

A
R

T
E

R O
F R

IG
H

T
S A

N
D F

R
E

E
D

O
M

S, 1-11

（C
arsw

ell, 1985

）, B
. L

. Strayer, In
 th

e 

B
egin

n
in

g...: T
h

e O
rigin

s of S
ection

 15 of th
e C

h
a

rter, 5 J. L
. &

 E
Q

U
A

L
IT

Y 13

（2006

）, M
ary D

aw
son, T

h
e M

a
kin

g of S
ection

 15 of th
e C

h
a

rter, 5 

J. L
. &

 E
Q

U
A

L
IT

Y 25

（2006

）.

（
29
）　A

ndrew
s v. L

.S.B
.C

.,

［1989

］1 S.C
.R

. 143, para. 46.

（
30
）　Id

, at paras. 44-45.

（
31
）　H

O
G

G, su
p

ra
 note11, at55-26.

（
32
）　S

ee e.g., M
iron v. T

rudel,

［1995

］2 S.C
.R

. 418, E
gan v. C

anada,
［1995

］2 S.C
.R

. 513, T
hibaudeau v. C

anada,

［1995

］2 S.C
.R

. 627.　

河
北
・
前
掲

注
（
27
）
五
四

－

五
五
頁
、
白
水
・
前
掲
注
（
27
）
一
五
九

－

一
六
二
頁
は
、
こ
れ
ら
の
判
決
に
お
け
る
裁
判
所
内
部
の
対
立
に
言
及
し
て
い
る
。

（
33
）　S

ee e.g., L
aw

 v. C
anada,

［1999

］1 S.C
.R

. 143.

（
34
）　A

n
d

rew
s, 1 S.C

.R
. 143.

（
35
）　E

ga
n

, 2 S.C
.R

. 513.

（
36
）　M

iron
, 2 S.C

.R
. 418.

二
九
八
四
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五
九

（
37
）　R

. v. K
app,［2008

］2 S.C
.R

. 483.　

な
お
、州
裁
判
所
は
、漁
業
許
可
が
同
条
一
項
に
違
反
し
、人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
。R. v. K

app,［2003

］

4 C
.N

.L
.R

. 238.　

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
健
司
﹁
カ
ナ
ダ
先
住
民
の
権
利
と
平
等
権
の
対
立―

排
他
的
先
住
民
漁
業
へ
の
違
憲
判
決
か
ら
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研

究
年
報
五
四
巻
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
三
八
七
頁
以
下
参
照
。
そ
れ
に
対
し
て
、
州
上
位
裁
判
所
は
、
同
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
し
た
。R

. v. K
app,

［2004

］31 

B
.C

.L
.R

.

（4
th

）258.　

そ
の
理
由
と
し
て
、
問
題
と
さ
れ
た
区
別
の
差
別
目
的
・
効
果
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
し
、
漁
業
制
限
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ
は
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
下
、
カ
ナ
ダ
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
あ
る
い
は
人
間
と
し
て
の
価
値
・
認
識
が
な
い
と
い
う
考
え
方
を
促
進
・
持
続
さ
せ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

州
控
訴
裁
判
所
は
、
州
上
位
裁
判
所
の
判
決
を
認
容
し
た
。R

. v. K
app,

［2006

］56 B
.C

.L
.R

.

（4
th

）11.

（
38
）　Id

, at para. 37.

（
39
）　H

O
G

G, su
p

ra
 note11, at55-54.

（
40
）　K

a
p

p
, 2 S.C

.R
. 483, paras. 39-40.

（
41
）　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
問
題
と
な
る
利
益
的
取
扱
い
が
人
権
憲
章
一
五
条
二
項
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
し
て
、
①
問
題
と
な
る
区
別
が
不
利
益
的
取
扱
い
を
受

け
て
き
た
グ
ル
ー
プ
の
状
況
を
改
善
す
る
目
的
を
も
つ
も
の
か
否
か
、
②
問
題
と
な
る
区
別
が
同
条
一
項
列
挙
事
項
と
そ
れ
に
類
似
す
る
事
項
に
属
す
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に

し
た
も
の
か
否
か
、
に
よ
る
と
し
た
（Id

. at paras. 41-55

）。
本
件
で
問
題
と
な
る
規
則
は
、
先
住
民
に
漁
業
権
に
関
す
る
経
済
的
機
会
を
提
供
し
、
彼
ら
の
自
給
自
足
へ

の
進
展
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
目
的
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
当
該
目
的
と
合
理
的
関
連
性
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
と
な
る
規
則
の
目
的
は
、
①
を
充
足
し
て
い
る
。

問
題
と
な
る
規
則
の
適
用
を
受
け
る
先
住
民
は
、
失
業
率
が
高
く
、
貧
困
、
教
育
、
社
会
保
障
、
住
居
で
も
深
刻
な
不
利
益
を
受
け
て
き
て
い
る
の
で
、
②
に
属
す
る
グ
ル
ー

プ
と
い
い
う
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、問
題
と
な
る
規
則
は
、人
権
憲
章
一
五
条
二
項
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、同
条
一
項
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
必
要
は
な
い（Id

. 

at paras. 56-61

）。

（
42
）　Jess E

isen, R
eth

in
kin

g A
ffi

rm
a

tive A
ction

 A
n

a
lysis in

 th
e w

a
ke of K

a
p

p
 : A

 L
im

ita
tion

s-In
terp

reta
tion

 A
p

p
roa

ch
, 6 J.L

. &
 E

Q
U

A
L

IT
Y. 1, 6

（2008-2009

）.　

同
判
決
に
つ
い
て
は
、S

ee Sophia M
oreau, R

. v. K
a

p
p

: N
ew

 D
irection

s for S
ection

 15, 40 O
T

T
A

W
A L

. R
E

V. 283

（2008-2009

）, P
aul-E

rik 

V
eel, A

 N
ew

 D
irection

 in
 th

e in
terp

reta
tion

 of S
ection

 15 （1

） ? A
 C

a
se C

om
m

en
t R

. v. K
a

p
p

, 6 J.L
. &

 E
Q

U
A

L
IT

Y. 33

（2008-2009

）, D
iana M

ajury, 

E
qu

a
lity

 K
a

p
p

ed
 ; M

ed
ia

 U
n

lea
sh

ed
, 27 W

IN
D

SO
R Y.B

. A
C

C
E

SS J
U

ST. 1
（2009

）, C
ase C

om
m

ent, R
. v. K

a
p

p
: A

 C
a

se of U
n

fu
lfi

lled
 P

oten
tia

l, 8 

I N
D

IG
E

N
O

U
S L

. J. 81

（2010

）.

（
43
）　

な
お
、
州
上
位
裁
判
所
は
、
問
題
と
な
る
州
法
は
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
し
て
、
請
求
を
棄
却
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
弁
護
士
に
与
え
ら
れ
た
責
任
と
義

務
を
カ
ナ
ダ
国
籍
保
持
者
に
の
み
認
め
た
こ
と
に
は
合
理
的
根
拠
が
あ
る
と
し
た
。A

ndrew
s v. L

.S.B
.C

.,

［1985

］20 C
.R

.R
. 225. 

そ
れ
に
対
し
て
、
州
控
訴
裁
判
所
は
、

二
九
八
五
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年
齢
に
よ
る
区
別
と
平
等
権

問
題
と
な
る
州
法
は
、
同
条
一
項
に
違
反
し
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
。
州
控
訴
裁
判
所
は
、
弁
護
士
開
業
の
登
録
の
際
に
、
な
ぜ
国
籍
要
件
を

課
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
説
得
力
の
あ
る
理
由
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
。A

ndrew
s v. L

.S.B
.C

.,

［1986

］23 C
.R

.R
. 273.

（
44
）　A

n
d

rew
s, 1 S.C

.R
. at para. 37.

（
45
）　Id

. at paras. 48-49.

（
46
）　

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
上
述
のO

a
kes

テ
ス
ト
を
本
件
に
適
用
し
、
問
題
と
な
る
州
法
に
よ
る
平
等
権
の
制
約
は
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
。
カ
ナ

ダ
最
高
裁
は
、
①
弁
護
士
が
カ
ナ
ダ
の
制
度
・
習
慣
に
熟
知
し
、
②
カ
ナ
ダ
社
会
へ
の
愛
着
を
有
し
、
③
カ
ナ
ダ
の
民
主
政
治
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
す

と
い
う
州
法
の
目
的
は
、
十
分
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
①
に
つ
い
て
、
国
籍
要
件
は
、
カ
ナ
ダ
の
制
度
・
習
慣
に
熟
知
し
て
い
る
弁
護
士
を
確
保
す
る
効
果

的
な
手
段
で
は
な
い
。
②
に
つ
い
て
、
国
籍
要
件
は
、
カ
ナ
ダ
社
会
へ
の
愛
着
や
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
忠
誠
を
確
保
す
る
も
の
で
は
な
い
。
③
に
つ
い
て
、
国
籍
要
件
は
、
弁
護

士
の
公
共
的
な
義
務
を
誠
実
に
果
た
す
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
よ
き
弁
護
士
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
義
務
を
果
た
す
の
で
あ
っ
て
、
国
籍
は
関
係

な
い
と
し
た
。

（
47
）　W

illiam
 B

lack &
 Lynn Sm

ith, T
h

e E
qu

a
lity R

igh
ts, 27 S.C

.L
.R

.

（2d

）315, 316-319

（2005

）.

（
48
）　L

a
w

, 1 S.C
.R

. at para. 88.

（
49
）　K

a
p

p
, 2 S.C

.R
. 483, paras. 17-20.

（
50
）　L

a
w

, 1 S.C
.R

. at para. 53.

（
51
）　B

lack &
 Sm

ith, su
p

ra
 note47, at338.

（
52
）　K

a
p

p
, 2 S.C

.R
. at para. 22. S

ee a
lso P

eter W
. H

ogg, W
h

a
t is E

qu
a

lity ? T
h

e W
in

d
in

g C
ou

rse of Ju
d

icia
l In

terp
reta

tion
, 29 S. C

. L
. R

.

（2d

）

39, 56-57

（2005

）. B
ut S

ee Sophia F. M
oreau, T

h
e P

rom
ise of L

a
w

 v. C
a

n
a

d
a

, 57 U
. O

F T
O

R
O

N
T

O L
. J. 415, 416

（2007

）.

（
53
）　Id

. at para. 18.

（
54
）　Id

. at para. 23.

（
55
）　Id
. at para. 17.

（
56
）　E

rm
ineskin Indian B

and &
 N

ation v. C
anada,

［2009

］1 S.C
.R

. 222.

（
57
）　Id

. at paras. 180-202.

（
58
）　Jonnette W

atson H
am

ilton &
 Jennifer K

oshan, C
ou

rtin
g C

on
fu

sion
 ? T

h
ree R

ecen
t A

lberta
 C

a
ses on

 E
qu

a
lity R

igh
ts P

ost-K
a

p
p

, 47 A
LT

A. L
. 

二
九
八
六
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九
六
一

R
E

V. 927, para. 15

（2010

）.
（
59
）　M

ckinney v. U
niversity of G

uelph,

［1990

］3 S.C
.R

. 229.
（
60
）　M

ckinney v. U
niversity of G

uelph,

［1986

］57 O
.R

.

（2d

） 1.

（
61
）　M

ckinney v. U
niversity of G

uelph,

［1987

］37 C
.R

.R
. 44.

（
62
）　

人
権
憲
章
三
二
条
一
項
は
、
人
権
憲
章
の
適
用
を
受
け
る
機
関
を
﹁
ユ
ー
コ
ン
準
州
及
び
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
準
州
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
を
含
め
、
連
邦
議
会
の
権
限
の

範
囲
内
に
あ
る
す
べ
て
の
事
項
に
関
し
て
は
、連
邦
議
会
及
び
カ
ナ
ダ
政
府
﹂、﹁
各
州
の
立
法
権
限
の
範
囲
内
に
あ
る
す
べ
て
の
事
項
に
関
し
て
は
、各
州
の
立
法
府
及
び
政
府
﹂

と
規
定
し
て
い
る
。

（
63
）　

な
お
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
人
権
保
護
法
九
条
⒜
に
よ
る
年
齢
制
限
は
、
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
す
る
が
、
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
定
年
制
が
構
造
的
な
雇
用
制
度
の
一
部
で
あ
り
、
年
金
制
度
の
安
定
性
を
維
持
す
る
と
い
う
目
的
と
合
理
的
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
最
小
限
性
・

比
例
性
に
つ
い
て
は
、
立
法
府
の
判
断
を
尊
重
し
つ
つ
、
各
要
件
を
充
足
し
て
い
る
と
し
た
。M

ckin
n

ey, 3 S.C
.R

. at paras. 50-73.

（
64
）　Id

. at paras. 52-55.

（
65
）　Id

. at para. 59.

（
66
）　Id

. at paras. 61-66.

（
67
）　Id

. at paras. 67-73.

（
68
）　

こ
れ
に
対
し
て
、W

ilson

裁
判
官
に
よ
る
反
対
意
見
は
、
若
年
層
が
特
別
の
保
護
を
受
け
る
べ
き
﹁
傷
つ
き
や
す
い
グ
ル
ー
プ
﹂
と
は
い
え
ず
、O

a
kes

テ
ス
ト
を
厳
格
に

適
用
す
べ
き
と
し
て
、
問
題
と
な
る
定
年
制
が
人
権
憲
章
一
条
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
若
年
層
の
雇
用
の
機
会
の
確
保
と
い
っ
た
理
由
は
人
権
憲
章

で
保
障
さ
れ
た
平
等
権
の
制
約
を
正
当
化
す
る
理
由
と
は
な
ら
ず
、
ま
た
自
発
的
な
退
職
制
度
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り
、
定
年
制
の
目
的
を
達
成
し
、
定
年
制
の
対
象
と
な

る
年
齢
層
の
平
等
権
の
制
約
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。Id

. at paras. 50-73

（W
ilson J., dissenting

）.

（
69
）　H

arrison v. U
niversity of B

ritish C
olum

bia,

［1990

］3 S.C
.R

. 451.

（
70
）　Stoffm

an v. V
ancouver G

eneral H
ospital,

［1990

］3 S.C
.R

. 483.

（
71
）　Tétreault-G

adoury v. C
anada,

［1991

］2 S.C
.R

. 22.

（
72
）　

雇
用
移
民
委
員
会
は
、
連
邦
政
府
の
雇
用
移
民
省
の
次
官
・
次
官
補
・
労
使
代
表
で
構
成
さ
れ
、
失
業
保
険
制
度
や
労
働
政
策
の
運
営
等
を
行
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
い
う

雇
用
保
険
審
査
官
に
相
当
す
る
。
社
会
保
障
研
究
所
編
﹃
カ
ナ
ダ
の
社
会
保
障
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
一
五
三
頁
︹
國
武
輝
久
執
筆
︺
参
照
。

二
九
八
七
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齢
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と
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等
権

（
73
）　

保
険
審
査
局
は
、
労
使
双
方
の
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
、
失
業
保
険
給
付
に
関
す
る
紛
争
処
理
機
関
で
あ
り
、
日
本
で
い
う
労
働
保
険
審
査
会
に
相
当
す
る
。
社
会
保
障
研

究
所
編
・
前
掲
注
（
72
）
一
五
三
頁
︹
國
武
執
筆
︺
参
照
。

（
74
）　Tétreault-G

adoury v. C
anada,

［1989

］2 F.C
. 245.

（
75
）　Tétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry, 2 S.C

.R
. at paras. 33-37.

（
76
）　Id

. at paras. 39-44.

（
77
）　Id

. at paras. 47-58.

（
78
）　L

a
w

, 1 S.C
.R

. 143.

（
79
）　

城
戸
喜
子
＝
塩
野
谷
祐
一
編
﹃
先
進
諸
国
の
社
会
保
障
３ 

カ
ナ
ダ
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
一
一
三
頁
︹
丸
山
桂
執
筆
︺。

（
80
）　P

ension A
ppeals B

oard,
［1995

］C
.E

.B
. &

 P.G
.R

. 8574.

（
81
）　L

aw
 v. C

anada,

［1996

］135 D
.L

.R
. （4

th

） 293.

（
82
）　L

a
w

, 1 S.C
.R

. at para. 88.

（
83
）　Id

. at paras. 89-90.

（
84
）　Id

. at paras. 91-94.

（
85
）　Id

. at para. 88.

（
86
）　Id

. at paras. 95-110.

な
お
、カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、Withler v. C

anada, ［2011

］1 S.C
.R

. 396

に
お
い
て
、連
邦
公
務
員
等
が
死
亡
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
死
亡
一
時
金

（a supplem
entary death benefit

）
が
、六
〇
歳
又
は
六
五
歳
に
な
る
と
毎
年
一
〇
％
減
額
さ
れ
る
と
す
る
連
邦
法
が
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
し
て
い
る
。

死
亡
一
時
金
は
、年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
若
年
の
遺
族
に
と
っ
て
生
命
保
険
と
し
て
機
能
す
る
。
他
方
、高
齢
の
遺
族
の
場
合
は
、遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
で
、一
定
程
度
、

死
亡
一
時
金
と
遺
族
年
金
の
相
殺
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
問
題
と
さ
れ
た
死
亡
一
時
金
は
、
高
齢
の
遺
族
に
と
っ
て
、
病
気
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
補
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、

人
権
憲
章
一
五
条
一
項
に
違
反
し
な
い
。

（
87
）　C

anadian F
oundation for C

hildren, Youth and the L
aw

 v. C
anada,

［2004
］1 S.C

.R
. 76.

（
88
）　G

osselin v. Q
uebec,

［2002

］4 S.C
.R

. 429.

（
89
）　Id

. at paras. 31-32.　

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
中
川
純
﹁
カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
社
会
・
経
済
権
と
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
司
法
審
査
⑵
﹂
中
京
法
学
四
三
巻
一
号
（
二
〇
〇

八
年
）
二
一
五
頁
以
下
を
参
照
。

二
九
八
八
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（
90
）　F

ou
n

d
a

tion
, 1 S.C

.R
. at paras. 59-68.

（
91
）　

な
お
、A

n
d

rew
s

テ
ス
ト
とL

a
w

テ
ス
ト
の
適
用
結
果
の
割
合
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、S

ee B
ruce R

yder, W
h

a
t’s L

a
w

 G
ood

 F
or? A

n
 E

m
p

irica
l O

verview
 

of C
h

a
rter E

qu
a

lity R
igh

ts D
ecision

s, 24 S.C
.L

.R
.

（2d

）103, 112

（2004

）.

（
92
）　K

a
p

p
, 2 S. C

. R
. at para. 22. S

ee a
lso R

. Jam
es F

yfe, D
ign

ity a
s T

h
eory: C

om
p

etin
g C

on
cep

tion
s of H

u
m

a
n

 D
ign

ity a
t th

e S
u

p
rem

e C
ou

rt of 

C
a

n
a

d
a

, 70 S
A

SK L
. R

E
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（
１０８
）　

中
川
純
﹁
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
定
年
制
の
法
解
釈―

人
権
法
法
理
に
対
す
る
、
カ
ナ
ダ
憲
章
の
＂
権
利
制
限
テ
ス
ト
（O

akes Test

）
の
影
響
＂―

﹂﹃
愛
知
学
院
大
学
法
学
部

同
窓
会
﹁
法
学
論
集
﹂
第
二
巻
﹄（
愛
知
学
院
大
学
法
学
部
同
窓
会
、
一
九
九
六
年
）
九
八
頁
。

（
１０９
）　Tétrea

u
lt-G

a
d

ou
ry, 2 S.C

.R
. at para. 48.

（
１１０
）　York, su

p
ra

 note102, at344.

（
１１１
）　L

a F
orest

裁
判
官
の
考
え
方
か
ら
は
、
大
学
や
病
院
の
定
年
制
以
外
の
場
面
で
は
、
人
権
憲
章
一
条
上
正
当
化
さ
れ
る
年
齢
に
よ
る
区
別
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
て
い
る
。S

ee H
O

G
G, su

p
ra

 note11, at55-71, B
lack &

 Sm
ith, su

p
ra

 note47, at390-391.

（
１１２
）　

も
っ
と
も
、
上
述
の
よ
う
に
、
現
在
の
判
例
理
論
で
は
、
問
題
と
な
る
区
別
が
、
①
人
権
憲
章
一
五
条
一
項
列
挙
事
項
又
は
そ
れ
に
類
似
す
る
事
項
に
よ
る
不
利
益
的
取
扱

い
か
ど
う
か
、
②
こ
れ
ら
の
事
項
を
理
由
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、
偏
見
を
永
続
す
る
よ
う
な
不
利
益
的
取
扱
い
か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ
て
い
る
。
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